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善幸県lこ茹呑十和塩湖敵尭垂達に匹離す香九喪章誰駄、知嚢  

毎食ムによ妻モ作う舵且造沌管す。面撫繚乱肝尭キ払i最速  

酢許q萄臥水深軍未柑瞑和謝辞陸檻帝紅葉鞄番所草して  

有名です。   

迅掛九葡萄諌勒価嘩中艶に鶴  

辞どき葡日丑ココ日脚添臼ま  

音。こ蔚櫛薩鹿ケ強練菅藩藤  
r夢由酬割線し」と嘩陣準でし1  

溝執事由辞脚まし一癖鵠滴  

田平宇山サー完走b石課計謹花  

志恭助で、全席謝辞諒湖面鄭  

重裡㍍由高空広葉仕草醜悪折衷  

す。塞工賛1傍訓箕田方霞‖1琵  

当た耶翫抽垂訓ポ覇韓替  
抱蜘4章無に完成しまし監ヵ   

芳
莞
賢
覧
■
 
 

各種検査にドキドキ  

ー和泉小我草子定の子供たち）  

乱臣鼓臆す額転廼毛改善し言い書起  

噸私事軸萄掛軸．持直已出  
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景観アンケートまとまる  
P5 9月定例市議会の親葦  
P6 人事行政の運営状況を公表  

P8．あなたの意見書蓋します（パブリックコメント）  
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区民一兎で防鞘訓績  

1n目1日、美里町で区民在対象に防災訓綾部行  

われました。大規模在地討究生し∴家臣印騒と  

んどが全半壊したとし1う想定で避難場所昭美里公  

園に集合。畢難後、触と焚き出しの訓練奉行い、  
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歴史前趣丑軸銑L喜出し   

市内に現存す春匪印鞠の翠萱軌相互友好協  
力協定を節義する廟井東学申鞍控や学生によって1ロ  

月12日から下庄地区で始まロました。市では今後数  

年をか廿て調査区域在踊内全域に広げ、昭和初納まで  

一二建てら祖在廷造物のデータを収集していきます。  特
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市民蕃血モスポー甘   

10回目を迎えた市スポ「一り・レクリ工一ション   

祭が体育昭臼で裾る10月‾9日、エキサイト広喘な   

どで開かれました。参謝した市民除、ターゲット   

ハードコルフ、ウオークラリー世マレツトコルフ   

など、し1ろし1竜な種目のスポーツ杏葉しみました。  
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ヱと電干やレラン大暑   

大野市子ども毒育成連合会による「チャレラゝ大  

会」が9月24日、学びの里「めし1ロん」習開かれま  

し払一和泉刃嘩校の児童3人を卓出市内山車生と園  

児63人が奉加。時間内・にどれだけ豆壱は－しでつま  

め着か香苛う種目や20手玉達屯達吉春希う菅う革ん  

≠刑寸など7種目に、真剣な表情で挑戦しでいました。  
県内唯一郎育毛山f荒島軋   
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寧翫所り蓮苛「市凪代ス」  

10月15日、公共施設など看過るー市政バス」辞  

3年成りに連行古れました．参加した78人旺、和  

泉柑との合併で新たに市の施設となった和泉郷土  

資料館在ど香典味深げに見学していました。  
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．
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ロ
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1
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澄
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％
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に
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た
い
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所
在
ど
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醇藤吉九指禰「めいりん」謳成旺花   

本市出身の指揮者、西藤一郎氏率いるアポロ室内  

合奏団による弦楽コンサートが9月2∈旧、学びの里  

「めいロん」の落成を記念して開かれ家した。本栢的  

な演奏の数々に、市民3ロロ人は聞き入ってし1ました。  「
市
街
地
を
取
 
 

亀山上空か古見た市街地  

音
コ
た
星
空
や
高
所
か
ら
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め
る
風
景
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日
鴨
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合
が
蒔
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中
高
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％
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％
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。
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史
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岡
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す
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あ
岳
と
い
克
ま
す
。
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次
に
、
景
観
蓉
損
祖
て
い
苺
石
野
奄
、
 
 

損
起
て
い
轟
と
忠
語
順
監
塞
窮
し
モ
屯
5
 
 

い
ま
じ
た
勧
告
軋
瀞
－
顎
菅
嘩
状
況
や
モ
 
 

頚
席
堕
聖
職
轟
堰
葛
漉
b
官
萄
ら
い
 
 

ま
し
た
・
I
 
 
 

薫
在
官
春
草
っ
畳
替
諒
▼
重
責
衷
・
 
 

監
車
囁
・
聖
者
静
・
菅
朽
化
し
鮭
皆
添
草
 
 

電
柱
■
・
零
緯
青
衰
蕃
車
や
色
跨
甜
茅
蔀
 
 

過
度
な
看
板
・
広
告
▼
店
先
亀
田
ぽ
由
億
 
 

†
ネ
オ
ン
一
っ
イ
ト
欝
－
遺
産
額
照
明
†
周
 
 

囲
と
調
和
し
凄
い
蔓
覇
イ
ン
田
建
物
 
 

▼
眺
望
奄
限
著
す
愚
巨
義
戦
謹
聴
華
綾
造
 
 

物
▼
田
園
の
中
に
痴
愚
資
材
置
き
場
▼
辞
 
 

置
謹
覿
た
農
地
†
蕗
出
♭
た
山
肌
・
誌
面
 
 

▼
蔵
置
自
転
車
▼
野
寧
日
b
に
窺
う
苦
い
 
 

市
偏
屈
憩
兼
題
膏
廟
届
盲
靂
苗
憲
慮
慣
屈
 
 

▼
四
季
露
筒
粘
着
奪
取
u
†
ラ
イ
ト
ア
サ
 
 

夏
空
語
H
T
琶
忘
裟
百
草
堅
牢
貰
．
 
 

ま
た
畳
l
怒
革
号
新
丁
ト
ン
幕
ル
酔
缶
 
 

野
隣
地
春
運
ぬ
だ
確
惑
に
挙
げ
苦
い
竜
九
 
 

も
い
ま
し
た
。
 
 
 

太
野
盆
地
・
缶
畳
景
甘
荒
島
岳
妹
、
 
 

百
花
掛
殻
雪
憂
色
常
雄
未
貰
で
漬
出
ヰ
■
そ
 
 

野
往
掛
、
寺
町
聾
ぺ
1
知
嚢
電
峡
・
乱
頭
 
 

竜
宮
ム
・
乱
喪
章
川
≠
－
爪
邑
師
商
原
、
七
 
 

聞
達
臣
・
七
粗
朝
市
、
薫
名
供
・
栗
毛
日
 
 

夕
ム
・
裏
毛
川
音
ど
奄
遵
荒
野
嵐
＃
選
曲
 
 

琶
墟
声
宜
堰
 
 

県民手帳の販売開始   

王f用串電宇召司IU篭■タ  

鶉野市嘩に事革帯苛有す尋靖夫走市  

卦康・寄掛憩参与昏封ロイ  

御厨封』「針、黒一喝嗣笥訂盛  

観麺轟嘩軸   ▲＿」  

嘩韓 蜘癖師静・1111  
内諒235）、  

平
成
稲
年
坂
野
県
民
手
頃
雪
 
 

洞
月
中
旬
静
毎
県
内
善
店
空
行
役
 
 

所
行
政
費
科
璽
、
和
泉
蓋
斬
で
販
 
 

売
し
重
電
 
 

価
格
＝
祖
江
住
円
 
 

内
専
日
記
常
＝
日
嬰
定
義
鑑
 
 
 

ど
■
▼
鳶
職
贋
＝
国
・
県
・
市
町
 
 
 

村
王
璽
臓
許
致
蔚
－
▼
基
経
＝
 
 
 

県
庁
・
両
町
村
・
伸
張
宮
憩
庁
 
 
 

願
堰
地
番
蟹
Ⅴ
饉
頴
儲
寛
川
県
 
 
 

絢
観
光
地
・
文
化
施
謹
な
ど
 
 

甲
骨
皆
朱
憤
豊
墓
層
親
背
 
 
 

理
備
忘
髄
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

薫
璃
感
心
 
 

を
癌
ね
モ
い
古
も
の
膵
 
 

● 

発菅生漬安産 

壷庚   

1   轟工薦奥許 勃茸豊  野革 帯拘に珪所在有す苗  勤労書  取寵重 光陸労薗整   序森野  保育人・担保∵保証人憾北  陸葛置廣助親定に岳愚も   顧担僅 ●売民生儒者鹿茸金  対象 宙謁に厘即として  年此土佐所直音す尋市民  取扱藍融棟閻 市内昭越前  啓開重度啓五陪  保証ふ・担儒 †人出土打   保証糖購由保証。無担保 芽揖鹿瀬 15旦力円以内 雑株利率＝凸年クT二ヨ．協ふ退  讃は3年以内㊥元利均等償  還∵②牢妻丁子隠二返済隊  
轟
誇
葉
物
個
真
タ
ラ
せ
プ
▼
己
み
集
碍
頓
 
 

に
痛
宗
机
た
巴
恕
袋
▼
川
の
汚
れ
†
革
重
 
 

職
－
の
十
五
軍
司
 
 
 

聾
兼
器
意
苛
農
沿
園
琶
鮮
最
毎
春
 
 

瀞
や
混
血
偲
Å
垂
者
葡
・
駐
車
葛
‘
望
蕃
 
 

地
■
巷
市
報
し
た
著
J
晋
、
雷
範
菅
就
 
 

博
・
昌
弘
斗
博
・
弟
鞄
管
し
た
替
故
に
重
 
 

く
釘
回
答
肝
ぁ
っ
■
た
田
怯
r
野
ざ
ら
し
に
 
 

鞋
う
富
山
畳
勒
申
真
空
コ
ッ
プ
J
で
 
 

1
3
・
5
％
、
1
2
・
7
％
で
し
た
。
 
 

一
方
†
 
中
高
生
鰊
「
川
由
汚
醜
」
 
 

詣
・
1
蟄
が
零
夢
V
簸
「
野
替
ら
し
 
 

に
聾
宕
鼻
患
芸
蟄
昔
暫
悪
意
」
 
 

荷
重
飽
海
霜
描
感
賞
詐
海
田
嘉
し
た
。
 
 

春
草
岩
E
真
峯
常
凝
着
苑
監
悍
為
 
 

■
 
 

鞄
熱
望
 
 固

定
資
産
税
低
下
毎
葎
1
月
†
 
 

日
に
所
有
し
て
い
香
土
地
・
皐
昏
 
 

・
償
細
餞
直
に
コ
u
雷
課
税
謹
軋
 
 

ま
す
。
建
物
喝
取
毒
し
、
新
増
 
 

集
「
売
案
、
贈
与
者
ど
在
荷
い
策
 
 

登
記
由
億
告
薩
↓
必
吾
赦
藤
謹
穂
 
 

届
打
出
て
V
だ
き
い
。
 
 
 

葛
春
新
増
築
し
た
場
合
陸
、
 
 

蚕
聖
憩
還
鞄
申
告
書
も
諒
祖
曹
 
 

■
邑
年
以
悶
中
元
利
均
等
層
雲
 
 

群
島
和
睦
震
動
し
ま
許
 
 

中
温
方
鶉
 
蓋
蓋
簡
好
走
歯
高
 
 
 

徳
富
里
千
曳
鷺
苗
媒
苧
虚
聴
 
 
 

悪
U
へ
 
 

間
合
窓
先
 
商
工
振
舞
凍
商
工
労
 
 
 

社
債
等
髄
・
1
1
1
－
内
輪
 
 
 

3
3
－
）
 
 

＿竪琴年金  
ご慧雷毘  
屯静観紆敬重年萱甲脚琴笥毎日  

轟転痍誌牒輌鮨顛麺由抱棚推  

称怯嘩嘩和ま世んさ  

離嘘廃嫡降幡軸内理香れば  

細韓担奉正と僅槻が  

歴史を蕃■U幸せ毎街並舟  

旬
蒔
励
に
 
 
 

阜
F
 

で
は
、
そ
の
景
観
を
良
く
す
る
た
め
に
 
 

ど
う
す
ぺ
書
か
と
の
問
い
に
、
市
民
、
中
 
 

高
生
、
大
野
会
会
員
で
最
も
多
く
の
回
答
 
 

だ
っ
た
の
は
「
適
正
な
菅
理
」
 
（
そ
れ
ぞ
 
 

れ
3
3
・
2
％
、
2
8
・
5
％
、
2
6
・
6
％
）
 
 

で
し
た
。
 
 
 

こ
の
こ
と
世
ら
、
空
き
地
・
聖
書
素
・
 
 

こ
と
奄
「
景
観
を
損
ね
て
い
る
」
と
感
じ
 
 

て
い
る
こ
と
が
分
廿
ロ
ま
す
b
「
川
の
汚
 
 

れ
」
は
市
民
（
1
1
・
眉
望
と
大
野
芸
童
 
 

貞
（
7
■
5
％
）
 
で
も
皐
く
の
回
答
廿
あ
 
 

n
墓
㌢
し
た
。
 
 
 

具
体
的
に
記
入
が
ぁ
っ
た
内
容
と
し
て
 
 

は
、
巨
大
な
建
物
や
過
度
な
色
使
い
の
看
 
 

板
・
照
明
が
景
観
奄
操
租
て
い
る
と
の
回
 
 

答
理
屈
ロ
ま
し
■
た
。
 
 

に
提
出
し
雷
電
だ
さ
い
＃
 
 

雪
・
何
台
せ
先
 
輩
薩
 
 
 

萄
僑
完
成
‥
1
1
1
1
内
線
 
 
 

卑
屈
還
払
 
 
 

九
造
住
F
 
 

直孝義摘曲竃帽す。毎正し3  

章脚時給免除達托た  

譲娘虻儲轟じた垂鋳邸加  

語草れます○  

車輪軸醸よ駄囁拙金座陰   
騎瓢拙≡世宅歴遊掛。 

他
者
思
昔
惇
夢
窓
最
長
嘩
 
 

駐韓丑辞を未声師高原  

駐
車
場
・
河
川
・
身
由
回
口
奄
ま
ず
適
正
 
 

に
管
理
す
る
こ
と
奇
求
ぬ
て
い
る
こ
と
甜
 
 

分
か
ロ
ま
す
。
 
 

t
 
l
 
■
＿
l
 
t
■
一
 
l
 
■
■
■
 
l
 
■
■
■
 
■
■
■
 
 

市
扁
額
⊥
会
芸
董
卓
苧
空
聖
芸
茶
 
 

た
A
と
僅
臆
二
本
市
の
棄
観
に
封
す
轟
 
 

価
」
に
違
臨
御
粛
軍
、
来
訪
者
昧
優
抱
甘
 
 

拍
乱
だ
評
価
じ
モ
日
義
鞄
に
封
じ
、
市
振
 
 

は
現
状
に
害
帝
展
し
冨
山
鞋
い
己
と
 
 

裔
崖
部
分
哲
譲
♭
た
中
 
 
 

正
府
満
票
奄
義
臣
、
血
轟
ロ
ー
キ
嘗
 
 

タ
ル
十
謀
に
誌
8
素
案
馨
ま
と
嘩
、
バ
ブ
 
 

リ
少
タ
コ
メ
ッ
ト
手
続
告
に
基
づ
く
素
案
 
 

丑
蘭
と
悪
尭
募
集
費
悪
甥
貴
重
展
岩
 
 

見
敬
楷
垂
足
、
東
野
市
郡
市
計
画
書
叢
金
罵
 
 

都
市
景
観
審
議
轟
に
訪
日
、
年
産
内
に
大
 
 

・
 

野
市
貴
簡
計
画
蓉
定
暫
聖
者
若
宮
 
 

■
開
脅
せ
先
 
都
市
整
囁
諌
計
画
儲
毒
酷
 
 
 

1
－
1
1
内
線
3
b
l
）
 
 

・■．懐麒弼打輯対蘭聞■  

‾  

．熟轟痴愚直垂  昭
和
田
＃
首
月
割
日
以
前
に
着
工
 
 

直
航
た
一
戸
撃
兼
題
住
宅
馨
卸
 
 

轟
に
、
耐
襲
辞
師
昭
禁
用
に
対
し
 
 

清
野
』
登
竜
 
 

蛮
声
尊
 
け
戸
富
者
 
 

鰹
節
t
用
㌧
 
昔
万
円
焉
宗
貰
完
 
 
 

了
日
ロ
ロ
円
密
補
助
u
豪
富
）
 
 

申
込
・
胸
寺
島
 
都
市
整
備
課
 
 
 

住
宅
緑
地
係
芸
臨
■
－
1
1
 
 
 

1
内
線
3
5
旦
 
 

10月1■日現在   前 月 

世密教   12一卸6世帯  －1世帯   

：人 口   3g．堪旧人  －．ヨ2■人   

内  一丁人  

訳   －2古人   

9月中  

中黒動  

即疎 γ潤11日野牛費1特上持   

分ヰ年壊4特細分  

垣所1挙げ釦垂ー赦し1亡旭」  

博蓉 歯科膵・‾才野乗塗布＝  

卦象 4ト5歳泥  

縄合せ先 揮嘩撃転評（輔  

・欄3）  

大野盆地に広がる臼国風点  
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夢
二
百
四
十
六
国
定
軌
市
議
善
が
九
月
 
 

十
一
日
か
ち
二
十
八
日
に
甜
け
て
開
甜
れ
 
 

ま
し
た
Ⅵ
〓
掟
会
計
補
正
予
算
案
」
や
 
 

「
大
野
両
手
敷
料
条
例
の
二
部
壱
改
正
す
 
 

る
条
例
案
」
な
ど
二
十
一
誌
葉
音
寄
議
。
 
 

十
九
蕎
若
ガ
原
案
通
口
可
決
一
承
諾
■
同
 
 

音
貰
弧
ご
沓
諒
定
一
議
案
が
継
続
審
査
 
 

と
な
ロ
ま
し
た
。
 
 
 

太曙光葺電設備設置に補助  

し
費
用
中
一
却
香
補
助
し
ま
す
。
 
 

福
助
封
象
 
年
間
所
得
辞
1
2
ロ
 
 
 

ロ
万
円
以
下
で
、
市
内
由
自
己
 
 
 

の
住
宅
に
設
置
す
る
人
 
 

輔
助
額
．
汝
蛮
い
ず
れ
か
最
も
低
 
 
 

い
額
▼
棚
万
円
▼
設
置
費
の
9
 
 
 

分
の
亘
▼
相
方
円
空
ロ
佃
″
 
 

申
込
帝
切
日
 
‖
月
別
日
㊥
 
 

申
込
・
園
舎
せ
先
 
生
清
輝
境
課
 
 
 

環
境
保
全
係
（
正
雄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
斗
6
2
）
 
 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
麿
に
封
■
一
 
 

「
元
克
プ
ラ
ン
」
日
現
に
向
l
け
補
正
予
算
 
 

対
象
 
越
前
大
野
献
と
九
頭
竜
湖
 
 
 

駅
で
通
勤
▲
通
草
定
覿
苔
強
国
 
 
 

数
寄
、
5
人
以
上
の
団
体
で
乗
 
 
 

車
券
を
購
入
し
l
利
用
し
た
市
 
 
 

民
 
 

助
成
額
 
避
葉
北
腺
利
用
区
間
巧
 
 
 

萄
入
費
ま
た
怯
達
碧
面
責
割
 
 

申
酷
方
法
 
 

①
通
勤
・
通
学
定
期
券
 
有
効
用
 
 
 

開
田
碍
了
鞄
1
年
以
内
に
定
期
 
 
 

券
奇
提
示
 
 

画
回
教
＃
 
購
入
日
却
ら
1
年
以
 
 
 

内
に
、
国
数
苗
由
展
蕗
芽
｛
表
 
 
 

紙
T
を
提
示
 
 

画
集
車
券
 
■
室
則
夫
野
酎
で
敢
行
 
 
 

垂
れ
呑
証
明
書
を
提
荒
 
 

申
請
時
に
酵
要
な
屯
の
 
助
成
金
 
 
 

の
交
付
香
里
け
る
口
座
■
の
講
帳
 
 
 

（
郵
便
局
埋
設
と
印
篭
 
 

申
帯
・
問
合
せ
先
 
商
工
苗
契
轟
 
 
 

公
共
交
通
係
（
℡
印
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
3
3
■
2
V
 
 
 

ま
た
「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
聴
絶
を
国
に
 
 

対
し
首
求
め
愚
昧
慎
吾
」
一
件
ガ
採
択
草
 
 

花
ま
し
た
ゥ
 
 

紳
荘
筆
書
密
攫
慧
■
 
 
 

r
瞭
貴
計
で
は
、
歳
Å
・
歳
出
ぞ
れ
ぞ
 
 

れ
二
億
八
千
五
日
五
十
八
万
七
千
円
が
追
 
 

加
さ
れ
、
予
算
鞍
額
性
百
五
十
一
億
二
千
 
 

市
で
は
、
広
く
介
護
保
操
に
コ
 
 

■
 
 
 

美
北
簡
 
 

’
 
 

昌庖 

■潮 

干 
万 
円 
余 
日 

追加  

い
て
の
書
見
壱
集
め
、
制
度
の
運
 
 

営
壱
桟
討
す
る
介
護
保
昧
運
営
唐
 
 

黍
芸
重
量
壷
重
量
し
ま
す
。
 
 

妾
羞
人
梨
 
1
人
 
 

内
容
 
介
讃
保
険
運
営
事
業
に
関
 
 
 

す
る
こ
と
 
 

応
募
資
格
 
市
内
に
1
年
以
上
住
 
 

一
弔
叩
歳
以
上
申
介
護
保
険
恕
保
 
 
 

笥
箭
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
 
 

症
が
豊
な
問
題
に
な
ロ
コ
コ
面
 
 

り
ま
す
n
認
知
症
と
隠
ど
う
い
う
 
 

も
恥
部
、
予
防
の
た
め
に
何
が
で
 
 

き
呑
の
か
、
支
え
る
家
族
中
地
域
 
 

田
人
た
ち
幻
対
応
法
な
ど
套
一
緒
 
 

に
学
び
ま
し
ょ
う
。
 
 

日
時
 
〓
月
帽
日
吉
午
瞳
富
時
～
 
 

膜
者
 
 

任
期
 
委
嘱
白
か
う
空
年
 
 

応
募
方
法
∴
介
護
保
障
甜
老
人
福
 
 
 

祉
に
開
す
竜
作
文
菅
1
2
0
0
 
 
 

宇
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
 
 
 

名
▲
電
話
番
号
喜
記
入
し
直
捧
 
 
 

持
萎
ま
た
蛙
送
付
 
 

応
募
鈷
頓
首
 
1
1
月
卸
日
毎
 
 

応
‡
・
聞
合
せ
先
 
社
会
福
祉
課
 
 
 

高
齢
福
祉
係
〒
g
1
2
－
白
6
 
 
 

6
日
大
野
市
天
神
町
1
－
1
 
 
 

盲
甲
1
1
1
1
内
碍
q
ァ
旦
 
 

七
日
四
十
万
五
千
円
。
前
年
産
と
比
代
 
 

≡
・
一
％
の
減
と
な
ロ
ま
し
た
■
。
 
 
 

補
正
の
主
な
内
密
は
、
岡
田
市
長
の
公
 
 

約
で
あ
る
「
大
野
元
気
ブ
ラ
ン
」
巽
塀
に
 
 

向
け
、
市
内
に
点
在
す
養
親
光
や
農
林
業
 
 

の
素
材
と
そ
の
活
用
方
法
香
探
鳥
「
工
 
 

］
・
プ
リ
ー
ツ
少
－
リ
ズ
ム
調
査
事
業
l
 
 

に
ニ
ー
百
四
万
五
千
円
、
新
し
い
観
光
載
陪
 
 

の
方
向
性
を
示
す
r
東
野
市
撰
光
戦
略
フ
 
 

ー
コ
ン
策
定
事
業
」
に
百
三
万
六
千
円
、
中
 
 

心
市
街
地
田
活
性
化
に
向
け
た
課
題
の
整
 
 

理
や
推
進
俸
利
春
横
討
す
る
「
中
心
市
街
 
 

地
活
性
化
横
討
事
業
」
に
八
十
万
円
な
ど
 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
野
な
ら
で
 
 

は
の
新
型
草
葉
香
確
立
す
看
た
め
、
平
成
 
 

十
五
年
に
策
定
し
た
「
お
お
の
型
 
昏
丁
 
 

農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
」
巧
見
直
し
に
七
 
 

十
万
円
を
計
上
し
志
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
十
字
び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
キ
 
 

町
供
用
開
始
前
に
開
催
さ
れ
た
横
討
委
員
 
 

会
で
指
摘
の
あ
っ
た
安
全
対
策
嬰
つ
石
、
 
 

宇
島
に
対
策
が
必
要
な
工
事
費
用
と
し
て
 
 

四
百
二
〒
≡
万
円
家
計
上
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
今
年
一
月
に
発
生
し
た
保
 
 

’
 
 ク

オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
 
 
 

表
取
締
役
社
長
｝
 
 

演
題
 
私
の
子
胃
て
伊
ら
思
う
こ
と
 
 

入
場
料
 
無
料
〔
牢
し
込
み
不
軍
 
 
 

囁
所
 
有
終
竜
虎
 
 

講
師
 
須
藤
暫
芭
ん
 
〔
一
箱
井
大
学
 
 
 

医
学
部
附
属
病
院
医
師
〕
 
 

入
場
料
 
無
料
（
申
し
込
み
不
要
〕
 
 

聞
合
せ
先
 
社
毒
福
祉
謹
介
護
支
 
 
 

援
侯
｛
℡
鮎
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

4
7
q
こ
 
 

一講囁 日  
拝所疇  布

告
鯨
 
世
間
催
 
 

已
j
福
神
岩
 
 

貨の聾蜂と予個∬引   

式奄飼うには、畳苛と狂犬病伍  

予防三重射の宇・続きが必要です。書  

た死札だ場若や他人に頚コた葛章  

毎保健センターに届け出却必要挺  

なロます。   

狂犬病の予防注射は、毎年受世  

遠戚要が面口表す。動物病院で注  

射在室仕、狂犬病予防注射寮証香  

持参して保佐世ンターで注射演票  

由交付奇必ず受けてくた貰い。   

1
1
月
軍
白
歯
年
毎
子
時
～
 
 

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
 
 

橋
本
薫
由
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h
コ
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万 健 
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■野 ン 
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Ⅲ 
重 
油 
漏 
れ 

）  で 訝 
人－壷再に向暮  成十ハ年十月六日任純 蛮 
全 

｝  

で 

が満 
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大
野
市
違
背
商
わ
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塑
性
の
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で
怯
、
r
長
吉
」
を
〒
I
マ
に
講
 
 

演
会
を
開
催
し
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す
。
 
 

日
時
 
1
1
月
佃
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㊨
午
後
6
晴
～
 
 

寄
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・
甫
墳
墓
盤
 

頭
師
 
内
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秀
穂
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ん
〔
福
井
県
 
 
 

薬
剤
師
会
会
長
）
 
 

入
場
料
 
無
料
〔
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し
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み
不
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V
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せ
尭
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委
呂
会
社
童
教
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課
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・
5
5
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⊥
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合
せ
先
 
児
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福
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課
子
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て
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忘
6
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▲
1
1
1
1
内
 
 
 

線
2
白
1
｝
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囁h向丘徹  

萎し荘b周囲中丸却革帯し坤覇軽酢畔覇畦  

し、特に視覚母邸青んモく重吉島野った習ずd   

一十水藩費始弘光の拙いつから   

き轟甜毎です血小学2年生瀞ら地租申蹄由で  

精神力篭鍛最萄た払暁振起じ耳取臼親船習摘ま  

香。   

一－－一二♯軌まだん疎僻蓉しでい督す浄   

邁に6巳摺Ll日に転キロ奄乱1二管し1ま惑咽そ  

和掛瓢に曳鮨トレ準ストレ甘≠をじ石葛匝体力昭  

弓郵ヒ馨し冒し1ま凱氷謝ま蒔柵哀ポ丁封芭址確  

君屯垂身連取苦衷己く痺和議膏軌鰊著し缶分磐  

イ助とい雪目に貞克轟滞脚義母重嘩鞄  

で菅鞄さ   

一国体はぎ責苛虹塩麿   

観鞍部圧電さ粘且つ苦し曙輔し課し毎軽率宇  

佐訟首毛虫宅、白己作見卜密藍薪す愚芭と劫曙  

妻表した軌チームとし若草畢垂窯華膏竜∈車醸  

竿華華せんでしたせ力ん苦し凄い籠＃抹蛭斡若し  

義認恵愈雷記録描奄つ・と髄敵彗壮と思Llます。  

来年海国附こ蓉却で重たらい光軒竺蕃轟嘉苛f∈頑  

張育たい管す。   

・■嘉 
一■ ≡l  

■＋  

lllll11  市
遼
遠
選
手
内
て
最
年
少
 
 

平
成
十
七
年
度
の
 
 

「
大
野
市
人
事
行
政
由
 
 

運
営
等
甲
状
説
」
 
の
一
 
 

部
在
公
表
し
ま
す
。
こ
 
 

れ
は
、
昨
年
度
中
に
採
 
 

用
ま
た
は
退
職
し
た
職
 
 

昌
数
春
は
じ
め
、
敬
重
 
 

の
給
与
や
手
当
の
状
況
 
 

香
お
知
ら
世
す
る
も
の
 
 

で
す
。
 
 
 

な
お
、
大
野
市
人
事
 
 

行
政
の
運
営
等
の
状
況
 
 

の
公
表
に
閲
す
竜
条
例
 
 

爪
平
成
十
七
年
条
例
第
 
 

一
号
〕
第
」
八
乗
に
規
定
 
 

す
毒
す
ぺ
T
L
の
項
目
 
 

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
1
 
 

ジ
と
市
役
所
掲
示
板
で
 
 

公
表
し
て
い
ま
す
。
 
 

聞
合
せ
先
 
隙
轟
謹
職
 
 
 

昌
儲
二
義
6
6
・
1
1
 
 
 

1
1
内
線
2
4
2
）
 
 
 

‾」二二：．  

橋本 柴平呑ん一郎沖串嘲   牲員の採用・と退職由状況  

昨年度採用した港異数は行政聴5－ふ、現菱職はロ人でした．   

一方、退職者は行政喘が星人、現業職が4人となっています。  

伊
頑
張
志
」
■
 
 

t
t
一
t
r
i
■
臣
L
†
 
 

触血族帽l日露く兵庫国体」曲水奇相鞄  

コリーリレ十tこ県代賽として出囁しましたp市葺  

肝11丸田う雪轟年押菅○  

一国体軍手に蓋ば歌麿と蘭も鴨たと尊佳   

日射貴ば孜轟と怯恵ヨてし囁跡った宙習無塵  

萌軒醇寮 華蒔喪嘩喪；   

壌醸  ．採用者数  退職者数  碍用音数  ・．退韓音数    採用者葦・退職者敢   ‾＝嘲醇藍   ：   ■                萄韓諌  4  ．呂＝  丁  丁    与・   ■白：  ■頚蕪辞  口  早  P  4    0    ・・・■4  ・計■．  5  1ヰ  了  1■1    5．   ■旭  
職
員
の
任
免
・
給
与
な
ど
 
 

㈱椚÷：■ケ：・ニーンニヰ‾リ■＿－ユニヾ、√一二・X・：・二・■＿巾・・‾→－－、十サ・ケ丁せ1十：巾ニーく縦り＿巾脚－トニソ榊ニヰ   

席
Ⅷ
 
朋
 
 

船
室
帝
違
蕎
青
史
∵
奇
跡
由
白
葡
垂
写
 
 

空
つ
⊥
㌻
f
）
風
潮
兜
山
弄
毒
力
曽
 
 

巨
璽
岩
日
工
覇
習
嬰
韓
白
鞄
叫
哲
爪
露
 
 

井
帝
邸
｝
筑
億
鳴
物
着
工
凍
上
鹿
V
風
幻
墓
 
 

碑
銘
■
｛
扇
層
雷
宜
 
 

字
音
風
雪
意
 
 

署
昔
鼻
常
芸
僅
謹
芋
｝
先
に
饉
右
端
 
 

て
爪
見
世
光
彦
中
心
鼻
祖
現
調
味
【
宮
隷
道
 
 

雄
㌣
嘩
爪
蕃
許
潜
在
臨
荒
れ
正
商
備
蓄
 
 

彗
慧
屈
葡
■
屈
倭
璽
毒
儲
蕎
膏
忘
旬
 
 

力
抽
葦
畢
聴
許
☆
撃
蛋
学
部
鵬
程
敬
 
 

■
藍
課
葱
蒼
署
最
遠
苗
屁
密
 
 

避口屈処分の状況  

分限処分とは、公務の能率の錐括とその適正な運営の確保周観点か  

らい低量がそ掛職責を果たすことができない場合に行う処分由ことで  

す。  

昨年度は琶人を処分しました。処分理由と人数は次の通り。  

処分理由と人敏  

●勤務実篤が良く撞い場合‥・D人  

◆心身昭故障の場合・・・6人  

●聴に必要在適相性を欠く場合・・・ロ九  

●刑事事件に閲し起訴された場合・・・0人  

●条例で定拍局事由による場合・・・0人   

懲戒過分：の状況  

懲戒処分とは∴暗君上の毒轟違反など公務具としてふさわしくない非  

行がある場合に行う処分印ことです自 陣年産は懲戒処分者はありません  

で、した。  

：職員の研修と勤務成績の評定の状況＿   
勃確成臨¢評定¢状況  

地方公務員法亡昭和25年法律常ヱ61号）勢亜彙笥1項の規定に基づき、  

職員の勤務の業績や喋帝に関連する能九 態度等鞋公平かっ統一的に把  

握し、人事瞥翠並びに職員の能力開発、育成と活用直国名ため、平成1早  

年度から勤務評価制度を腐朽しています  

柑〕   

幸¢ユユ■ヽ  

頓喪辱嘩軸  
甘   

†詳・む蛛軒範   

牽瞳睡尊  
重轟細潤敵1   

l
 
 

この帯蛙i陶じ著者菅葡呑蕪蕃左前ーゲーム脚奇  

観‖却紹年出拭酎敵手甜こ岳ね掛白市着く苦し1定  

着沿で香。  

IT竃情報通信描珊ヨ即急連猛進歩旺、生塞泰素志  

藍恋わ育て蕃蕃し缶．宇廃た事由董楼台韓鼻毛生活嘩  

り貫ム萄変動って幸ています瞥こ由こと冴子粥た吉野  

茫堅田脳にぜ鞄浣彗lこ密書し置い番㊥却電、熱学暁恕  

頭身日毎盛観し甘いま甘．   
ま在、粒昭研究評香取る慮壱になっ正音つ≡肝仕笹だ  

勧善却判官し頓首．好一由に榛苗奄蘇碑旗日蔀輌璃  
正恵が世帯膏←蕃乱1濫し昭和拝啓鈍I丁字敢樹  

苛念㍍商家子供と十徳に尭宙蜜1冊管す。  
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シ
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）
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オ
手
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1
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塵
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〓
葛
商
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雷
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甘
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「
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苛
勧
 
 

壷
雇
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飛
車
■
豆
二
鼻
苧
』
置
陪
電
柱
海
陳
 
 

に
恕
■
ヮ
蕊
⊥
R
芯
意
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健
二
一
百
九
壬
■
L
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』
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書
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逆日掛監11在韓遊志和   拝封  空研婚．11応報董磯嘩  
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三唱■  
GARDEN（ガーデン）  平成17年寛大野市人事行政の運営等の状況  

一般行托掛王ヰ！人油島種概況1  

平成一軸月1日現在の一般行政部〕職員 一  

4 

、、 

．件建町状況（平月軒ラ軸執事普通会計洗削   

昨年度普通会計決算で人件資の占める割合（B／A）は  

18．6％でした（16年度は21．4酎白 なお人件莞には特別墟に支  

給される給料、報酬等を含んでいます。  

・住民事車台睡九日   歳撞譲葉顔 九．■件．寒 
軸蒔由義盛由   臼u （．＝如   

3万9g50人   佃9億宣Td2万丁加8円  3丁億11丁9万弧Ⅹ）円   

現業職克どを隙いた聴のことで旗。  

平均給与額と朝餉睾誠l横顔・  

一般行徴聴と現業職（由人）の平均値  
l犠員給与醐（平鹿1■巳年直・普通会計当初予算）  

平成帽年度普通食計当初市井に計上されている特長数は亜2t l 
人です。そ酔暁真に鮒吾味島植与加納凱  

与顛と平均年軒  

【一般行政職】   

平均給料月額   

平均給与月顕   

平均年齢  

【現業職ユ   

平均給料月額   

平均給与月毛責   

平均年齢  

は次の通り。  

31万姐39円   

3丁万1一帖丁円  

40．4歳  

Z9万494畠円   

31万324畠円  

亜．畠歳  

l  l人当たりの静  

万円と  

l芸苦宣誓  

l  

l職長車軸廟  

・・・毒ご＿ 上薫≧  掛 ‾‾「二骨‾‾‾‾    領∈菓菓当  1曲41一万印珊円    2健ヰ甜昆万印坤円  ⊂ ∃鉦鼓・▼拙芋当■・■    ＋計‡    6億旦丁5研60亡p円   印瞳44加万脚■円   
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併
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丑
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髄
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雷
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十
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モ
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却
れ
た
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青
年
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垣
。
県
内
十
二
チ
ー
ム
伊
巻
沸
し
 
 

た
ト
ー
ナ
済
ン
ト
戦
で
健
勝
し
．
 
 

十
〓
日
十
巳
却
ら
十
≡
日
に
か
廿
 
 

て
篇
茸
モ
開
催
さ
れ
毒
童
画
青
年
 
 

太
巻
に
出
場
す
る
こ
世
辞
決
選
し
 
 

ま
し
た
聖
 
「
全
国
東
金
筍
臆
－
国
 
 

戦
苛
封
蛎
麿
高
車
－
ム
部
ど
軸
な
 
 

牡
折
方
奄
す
る
㊥
甜
爵
諦
ら
在
い
 
 

鞄
更
予
相
手
に
負
担
世
竜
已
と
裔
 
 

量
プ
♭
イ
し
遣
い
苦
言
旦
た
だ
走
 
 

蕾
信
幸
聾
呈
豪
富
貰
速
壌
 
 

で
岩
岳
自
分
正
当
由
病
毒
葱
透
写
 
 

イ
ル
蕾
葺
い
モ
†
読
替
一
勝
し
監
 
 

い
で
す
華
患
堕
需
蕃
蕉
苦
 
 

ん
。
 
 

l  平成1畠年4月1日現在沿暁昌幸当の状況は次の通り耳  

I 
●扶憂手当掩額はすぺて国と同額です） 

・配偶者 月盤1万8脚円  

l  ・配偶者以外の扶養艶族2人まで 月額鉦脚円  

I 

1 

東  

達す 

． 
†  

平鹿1丁年度に立替された6月期と12月期の期束・勤勉手当  

l  申割合は旗由通り．拍お聴制上の段階や職務の損なとによ  

学歴別助切慄帯と経験年齢別軸  

編料月海中鵜掃・   

●学歴別の跡任拾は次の連り．   

【大学卒】15万耶OD円〔国1子方Z鮎円）   

【高校卒】13万糾OD円掴13万畠4m円〕   

●醍俵年齢別平均給料月顛は次の通り。   

なお経験年数とは、卒業建直引＝採用   

され、引き続き勤務している場合町採用   

後由年数を指します。  

【大学卒】5～6年 20万56耶円  

10～14年 26万47Ⅸ】円  

之5′－29年 41万6討ⅩI円   

【高校卒】5ん6年1且万4珊円  

10～lヰ年 23万g3印〕円  

25一之9年 3了万守田円  

級別職員数伯横沢  

平成18年4月「日現在の行政職給料衰運   

用職員の般別咄員数は次の通U。   

乱行恐職給料表適用‾職員とは、一般行政  

職の僻見2ヰ3人を指します   

級別職属数と蠣成此  

【1級・主事】14人（5．邑如  

【2破・主事】3丁人 い5．2％－）  

【ヨ破・主査】gロ人指丁．0施）  

【4扱・主査、係長】39人（16．1別  

【5親・課長輔佐】2g人（11．9別  

【6級・課長】2丁人（1Ll瑚  

rT級・部長ユ丁人（2月％〕  

2006．11広報おおの  
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王
す
岳
 
 

在
右
た
モ
知
 
1
L
老
加
L
ま
世
上
 
 

℡
0
7
■
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
■
言
㌫
圃
斗
4
1
 
 

全
国
尭
塞
に
向
け
 
 

首
幻
揉
習
密
度
、
厳
 
 

封
拭
1
冨
常
に
 
 

芦
春
田
し
奄
い
、
㍍
 
 

い
プ
レ
イ
が
出
る
と
 
 

コ
ー
ト
摘
怯
盛
召
上
 
 

が
ロ
ま
す
申
し
コ
廿
 
 

日
と
し
た
守
0
訃
邑
 
 

藍
苧
篇
尉
鼻
音
こ
 
 

と
甜
速
攻
監
う
超
廊
 
 

香
と
い
う
理
由
掛
ら
 
 

諌
曹
瞳
守
口
直
垂
捜
 
 

し
て
い
ま
曹
．
 
 
 

「
嵐
ツ
爪
1
昭
中
 
 

に
は
堤
駐
の
巻
い
人
 
 

も
い
ま
す
郡
、
鹿
智
 
 

に
も
ま
く
蓉
Ⅲ
じ
古
 
 

く
机
て
い
ま
す
中
山
 
 

い
チ
ー
ム
摩
謹
言
巴
 
 

一
合
許
す
轟
前
凪
き
 
 

－
山
陵
県
址
⊥
ぎ
昭
 
 

一
却
に
所
属
し
て
い
 
 

足
助
で
す
ガ
新
し
㍍
 
 

手
－
血
に
恵
垣
・
た
由
 
 

で
三
静
訝
岩
吉
夢
－
ト
で
す
。
 
 

チ
ー
嵐
鼻
諷
宇
部
抗
宙
畠
肇
直
門
 
 

－
ダ
侶
入
祖
巻
克
儀
苛
患
黒
蜜
出
 
 

し
、
い
コ
窪
ま
た
一
部
り
－
ぎ
 
 

に
定
常
差
争
転
意
警
告
臨
 
 

空
鼠
軍
雷
電
属
－
国
辱
軍
機
 
 
 

思加筆措置があります】  
l  

l  

l  

l   「  ＝匡■：牡      ＿ 厨‾墳墓廓二 ＿ ⊥       ＝潮帯韓＿－  ■‾■葡萄棄彗■‾・  ■ 遥匿＝‾  ．乳度   葡＝、    1．．4月  P．丁月  鼠＝1月    褒  顛     1，B月  白．丁5月  之35月    ¶      ．ヨ．白月  1．4．5月  4．45月   値
、
喘
許
庄
 
冠
報
広
聴
保
ま
て
 
 

l囁軌牲榔、報酬等申購況  
ゴ
ー
デ
封
で
は
礫
習
に
奉
加
し
 
 

患
い
克
奄
葛
幸
b
苦
い
託
首
。
詳
 
 

し
く
は
近
藤
雷
砧
岩
田
白
日
・
 
 

望
3
7
日
・
昏
卑
β
ヰ
〕
読
で
連
 
 

韓
♭
貢
だ
蕃
岨
停
 
 

平成l且年9月1日鹿在の特別聴の給料報酬月顛と期末手当の  
l  

l  

l  

l  

■   

割合は次の  

通リ1  ■＿て．  頚鱒頑繚■：・1醜：」  力■＝亜笥㌃事身  

：．．言■■■   84万ユ耳叩円   
Tl万52■ロ円   6月期1．．卯月分  

毒≡＝   轟   叫印甜岬 伯月＝期■1＿丁8月分   

義鎮  町万丁【船0円   計 ヨ．叩月分   
轟憩  ヨ5万丁卿円  
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こ
夫
婦
は
環
境
へ
の
意
識
も
高
く
、
エ
 
 

コ
・
ク
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
也
息
塵
 
 

控
訴
ま
ん
ま
る
サ
イ
ト
■
（
寮
注
）
の
活
動
に
 
 

栗
岡
し
、
サ
ト
イ
モ
掘
口
体
験
の
企
画
在
 
 

ど
香
し
て
い
ま
す
。
横
手
革
ん
娃
森
林
イ
 
 

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
印
章
楢
を
取
得
し
て
お
 
 

口
、
今
後
も
自
然
に
触
れ
尋
樫
蓋
を
提
供
 
 

し
て
い
き
た
い
、
と
意
気
軒
高
。
 
 
 

市
で
は
兢
在
、
「
大
野
市
地
域
防
捷
計
 
 

画
」
の
修
正
と
「
大
野
市
国
民
保
護
計
画
」
 
 

巧
策
定
作
業
者
進
ぬ
て
い
ま
■
す
。
 
 
 

今
月
中
旬
に
怯
告
計
画
幻
素
案
置
公
開
 
 

し
、
意
見
募
豪
産
行
い
ま
す
。
募
集
期
間
 
 

は
二
週
間
程
度
杏
予
定
。
皆
吉
ん
の
己
意
 
 

見
香
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 
 

募
集
撫
簡
 
十
一
月
中
旬
か
ら
二
週
間
軽
 
 
 

症
∴
詳
し
い
期
間
が
決
ま
ロ
ま
し
た
ら
 
 
 

市
－
ム
ぺ
1
ジ
な
ど
直
通
じ
て
お
知
ら
 
 
 

せ
し
ま
す
）
 
 

秦
婁
封
阻
札
所
 
市
役
所
一
時
行
政
資
料
 
 
 

室
、
和
泉
支
所
、
要
害
蒜
〓
た
だ
し
 
 
 

和
泉
公
民
館
蛙
除
く
じ
 
 

戴
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
託
す
 
 
 

各
計
画
の
栂
要
 
 

■
大
野
市
地
域
蹄
災
計
画
 
 
 

「
大
野
市
地
威
防
艶
計
画
」
は
ヽ
地
域
 
 

住
民
由
生
面
埴
古
体
、
財
産
家
災
害
抄
ら
 
 

地
域
防
災
計
画
■
国
民
保
護
計
画
策
定
に
向
け
 
 

素
案
公
開
と
意
見
寄
集
を
実
施
し
ま
す
 
 

＋リ㈹Mい…J↓斗十√．  

守
る
た
め
昭
和
≡
十
 
 

八
年
に
作
成
。
そ
田
 
 

故
、
時
代
の
変
化
や
 
 

大
規
模
轟
蛮
な
ど
由
 
 

災
害
に
対
応
す
る
た
 
 

め
、
修
正
蚕
室
ね
て
 
 

音
ま
し
た
白
現
在
の
 
 

計
画
は
平
成
十
年
に
 
 
■
＃
蕃
女
 
給
器
課
行
聴
席
（
℡
6
6
 
 
 

1
1
1
再
臨
妻
4
4
〕
 
 
 

■
 
 

亭
に
向
却
つ
■
モ
ー
括
に
進
屯
二
人
血
宏
 
 

文
苗
粗
野
家
で
仕
事
零
す
る
卓
つ
に
撃
っ
 
 

て
少
し
衷
薩
に
も
変
化
邸
あ
っ
た
垂
つ
で
 
 

す
。
「
休
日
性
ど
こ
か
へ
出
掛
げ
な
く
モ
 
 

怒
楽
b
み
直
見
つ
仕
ら
軋
毒
草
コ
に
な
っ
 
 

た
」
と
鎮
子
さ
ん
。
農
業
昧
未
変
な
苦
労
 
 

昭
董
轟
壮
事
だ
せ
思
い
ま
す
争
示
喜
篭
∵
の
 
 

び
呼
び
と
育
コ
て
■
い
く
お
子
さ
ん
町
成
長
、
 
 

慣
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 
 
 

今
回
、
昨
年
十
一
月
の
和
泉
村
と
聖
□
 
 

併
を
経
て
市
域
面
積
が
広
が
っ
た
こ
と
や
 
 

平
成
十
」
ハ
年
七
月
福
♯
豪
雨
、
平
成
十
ハ
 
 

年
豪
雪
な
ど
田
載
訓
を
計
画
に
反
映
さ
せ
 
 

竜
た
め
修
正
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

計
画
の
内
密
は
、
弼
則
、
捷
害
予
防
、
 
 

一
億
災
害
応
急
対
策
、
地
震
壁
書
応
急
対
 
 

策
、
災
害
復
旧
・
隆
興
肝
玉
華
で
構
成
し
 
 

て
い
ま
首
。
 
 

■
大
野
市
臣
民
保
藍
計
画
 
 
 

「
大
野
市
国
民
保
護
計
画
」
■
は
、
国
が
 
 

定
め
た
い
わ
唖
毒
「
国
民
保
護
法
」
に
基
 
 

づ
書
、
武
力
攻
撃
宰
聾
者
ど
が
要
生
し
た
 
 

と
き
の
住
民
避
醸
の
方
法
を
怯
じ
め
、
平
 
 

常
時
由
備
克
や
市
申
責
務
な
ど
蕃
定
助
た
 
 

も
の
で
す
っ
 
 
 

計
画
の
内
容
は
、
総
則
、
平
舘
晦
由
応
 
 

ぇ
、
菓
旛
体
制
、
遊
軍
及
び
救
援
、
武
力
 
 

攻
撃
災
害
へ
の
対
処
等
、
語
設
曲
線
旧
と
 
 

生
活
の
安
定
の
」
ハ
章
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
 
 

埼
武
力
攻
撃
事
態
…
和
が
国
に
対
す
番
外
 
 
 

部
か
ら
田
武
力
攻
撃
が
尭
生
、
発
生
す
 
 
 

る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
ま
た
 
 
 

ほ
発
生
が
予
測
苫
れ
る
状
況
の
こ
と
 
 
 

I
広
 
 

應
増
戎
瑠
「
欄
墟
円
山
一
t
 
 

枕席嘗A価サイイモ畑にモ単二土づ宅り著大切にし、幸当に弥要港ことだ好意す呑。  

葦は小善くと毛、虫が付こうと竜．土から垂骨壷しっかり恕与ったサトイモ拝五  

諏に青首ていました。  

†
 
 

雷
雲
豊
富
豊
胃
昼
型
雪
善
い
い
な
 
 

奄
と
∵
菊
中
産
を
顧
慮
手
伝
ぃ
奄
す
岳
廃
 
 

字
謹
血
置
見
て
患
い
ま
し
た
。
 
 

l
 
l
＿
■
■
l
■
t
 
l
▲
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
 

私
が
講
代
た
と
己
ろ
、
大
野
幻
専
業
農
 
 

家
怯
全
世
帯
敢
の
丁
六
髄
牒
ど
．
物
心
 
 

共
に
畳
却
に
暮
ら
せ
竜
、
モ
b
て
菓
b
臨
 
 

で
続
け
て
い
仕
る
里
香
日
揮
苛
動
舌
、
 
 

モ
ん
啓
方
々
由
鹿
部
義
毒
舌
広
が
っ
て
い
 
 

く
と
い
山
番
あ
せ
思
い
ま
す
。
 
 
 

志
蛙
怒
っ
て
屯
行
動
に
表
す
こ
と
は
赫
 
 

し
い
こ
と
だ
と
患
い
ま
す
申
そ
己
に
理
解
 
 

し
昏
互
恵
家
族
甜
い
て
仲
野
い
轟
。
な
 
 

ん
耳
藍
廿
己
と
だ
肇
つ
や
膏
前
に
隷
1
 
 

日
悪
戯
患
い
壷
声
に
出
し
て
■
伝
責
苦
厨
却
 
 

在
い
と
。
帯
㍍
志
に
触
れ
、
乱
遷
し
学
び
 
 

葡
廿
昂
肇
に
葛
尋
常
婁
蘭
書
謹
皇
怯
 
 
 

こ
弓
b
写
」
の
媚
に
増
村
い
た
生
活
家
 
 

運
予
て
京
急
市
有
に
お
墓
い
で
音
、
お
甜
 
 

げ
で
読
た
大
野
邸
好
蕃
に
な
q
ま
し
た
。
 
 

新
し
い
出
蓉
塩
野
暴
掛
世
界
奄
広
め
、
′
 
 

A
望
重
量
日
東
葛
篭
苛
F
半
音
茹
古
、
 
 

モ
ん
諒
克
郎
L
官
い
ま
す
モ
皆
謹
ん
に
屯
 
 

こ
れ
軒
魯
恵
庭
日
出
童
㍍
理
恵
巧
ま
す
よ
 
 

う
に
．
 
 

市
で
は
、
市
内
町
グ
リ
ー
㌢
ん
て
－
リ
ズ
 
 

ム
 
（
地
域
重
源
憂
生
却
し
た
各
種
体
顛
や
 
 

地
域
性
罠
と
の
交
流
活
動
）
を
紹
介
し
た
 
 

マ
リ
ブ
「
が
ぶ
っ
と
大
野
麦
る
封
じ
ロ
」
 
 

を
発
刊
し
ま
し
た
。
 
 
 

全
体
壱
通
じ
て
自
然
豊
却
な
点
在
ア
 
 

ピ
ー
ル
。
表
紙
に
は
市
の
特
産
物
で
あ
る
 
 

お
石
し
号
ば
準
半
夏
生
さ
ば
、
廿
ト
イ
モ
、
 
 

酒
な
ど
奄
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

裏
面
に
性
体
験
や
交
流
活
動
が
で
き
孟
 
 

卑
豊
諾
軽
骨
五
 
 

庵
轟
甘
L
伝
書
 
 

孝
女
嘗
ぎ
芝
ム
 
 
 

『
朋
 
 

「
笥
 
 零■
‡
i
轟
．
■
一
一
 
 

甜
じ
ロ
』
 
壱
発
刊
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一
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■
－
 
 ●－く：「；＿＿■＝■．．．＿コ■■＿： i‾＿1i＿  ■ －■Ll■■ ■  

今
後
も
い
ろ
ん
塔
体
襲
イ
ぺ
ツ
ト
を
予
 
 

一
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
旺
毒
酢
・
伍
 
 

4
7
4
〕
 
宗
で
且
 
 

奥
越
前
ま
ん
託
る
サ
イ
ト
の
夏
休
み
ノ
 
 

ベ
ン
ト
に
奉
加
し
て
き
ま
し
た
。
下
打
■
混
、
 
 

阪
苗
地
区
で
昭
川
茸
び
に
山
ブ
ド
ウ
病
毒
、
 
 

そ
ば
打
ち
借
襲
。
た
く
さ
ん
田
笑
顔
が
轟
 
 

岳
れ
て
い
て
、
ゆ
コ
た
ロ
と
し
た
時
間
甜
 
 

流
れ
て
ゆ
き
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
同
書
 
 

合
う
こ
と
で
、
知
ら
な
か
コ
た
風
景
や
地
 
 

球
由
魅
力
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 
 

代
表
の
坂
本
さ
ん
瞳
 
「
楽
し
い
思
い
出
だ
 
 

け
で
は
な
く
、
地
域
由
人
々
が
い
っ
ま
疇
 
 

も
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
や
資
源
春
守
「
 
 

必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら
。
モ
ー
 

い
う
意
義
を
一
緒
に
満
っ
て
い
け
る
活
動
 
 

に
し
て
い
書
た
い
」
と
草
案
の
意
義
を
語
 
 

コ
て
く
だ
苗
い
ま
し
た
。
 
 

各
種
施
設
の
概
要
や
連
語
先
壷
怯
じ
め
、
 
 

体
質
奄
中
心
と
し
た
廼
勃
を
行
う
団
体
由
 
 

情
報
単
月
ご
と
由
イ
〟
ベ
ン
ト
情
報
、
さ
ら
 
 

に
は
直
売
所
、
温
浴
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
 
 

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
 
 

所
在
地
は
表
由
加
商
〒
哀
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

マ
ッ
プ
は
姉
妹
都
市
や
関
係
橙
醜
出
店
 
 

却
、
市
内
公
共
施
設
や
近
県
由
小
中
学
校
 
 

な
ど
に
も
配
布
し
ま
し
た
。
 
 
 

市
で
怯
現
在
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
 
 

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
 
（
自
然
環
境
 
 

を
中
心
と
し
た
保
韻
語
動
｝
爪
望
軍
 
 

需
も
含
め
た
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
 
 

ツ
ー
リ
貫
ム
確
立
に
向
け
た
語
査
 
 

杏
葉
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
 
 

や
、
策
定
中
の
観
光
観
取
プ
ラ
ン
 
 

（
仮
称
）
を
基
に
、
来
年
度
以
降
 
 

に
広
域
的
在
観
光
ル
ー
ト
な
ど
在
 
 

碍
介
す
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
 
 

く
予
定
で
す
。
 
 

電
 
力
ラ
ー
A
3
版
両
面
掛
り
 
 
 

（
四
っ
折
口
）
 
 

件
梨
部
数
 
〓
万
一
干
九
日
部
 
 

そ
町
他
 
希
望
者
に
は
無
料
で
配
 
 
 

布
し
て
い
ま
す
 
 

聞
合
せ
先
 
暴
政
課
農
業
振
興
係
 
 
 

岩
岳
・
1
1
1
1
内
線
3
1
ヱ
 
 

一
■
一
】
一
l
 
 

慮
■
山
H
一
「
∵
 
 

・
－
 
t
．
＝
・
＿
－
 
 

ん
 
 

さ
 
 
均
 
 

憮
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九
月
に
入
ロ
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
甜
相
 
 

次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
 
 

十
月
二
日
、
「
ク
マ
出
没
対
策
車
部
」
 
 

（
本
部
長
・
助
役
）
を
二
年
ぶ
り
に
設
置
 
 

し
、
現
在
全
庁
体
制
で
対
応
に
あ
た
コ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

特
に
十
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
山
沿
い
 
 

だ
け
で
な
く
農
村
集
落
ま
で
範
囲
が
拡
大
 
 

し
て
い
嘉
す
。
人
身
被
害
も
発
生
し
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

今
年
は
え
さ
甜
不
定
し
て
い
竜
こ
と
か
 
 

ら
、
冬
眠
前
の
え
さ
を
求
め
て
歩
く
こ
と
 
 

も
考
一
旦
き
れ
麦
す
。
次
の
点
に
十
分
に
注
 
 

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

朝
市
に
出
店
し
て
い
る
苦
い
夫
婦
が
い
 
 

る
と
聞
き
、
米
づ
く
ロ
に
却
加
わ
り
農
業
 
 

や
食
に
関
心
甜
面
る
乱
は
垣
薩
津
々
。
早
 
 

速
蓋
い
に
行
っ
て
吾
ま
し
た
。
 
 
 

土
打
に
暮
ら
す
松
原
宏
文
さ
ん
⊥
二
九
）
、
 
 

槙
干
さ
ん
夫
婦
。
二
人
は
東
京
由
農
業
大
 
 

宇
の
同
級
生
で
、
現
在
三
児
の
パ
パ
と
マ
 
 

マ
。
宏
文
吉
ん
は
「
子
供
に
安
全
な
も
由
 
 

を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
昨
年
会
社
香
道
職
 
 

し
、
本
格
的
に
農
業
香
始
ぬ
ま
し
た
。
 
 

ウ
マ
出
濱
■
欄
誘
く
 
川
け
群
人
毛
 
 

顛
′
．
軒
斗
 
 

農業の法人化左巨編し、有  
横長法に取り組む宏文さん  

被
害
に
遼
b
な
い
た
打
に
 
 

朝
夕
の
尭
脆
い
時
間
帯
は
、
ク
マ
が
克
 
 

さ
を
探
し
て
講
発
に
活
動
し
ま
す
。
街
灯
 
 

の
啓
い
道
路
や
農
道
笹
ど
も
危
険
モ
す
。
 
 

ま
た
、
犬
蓉
連
れ
て
の
散
歩
は
甘
え
っ
て
 
 

ウ
マ
を
刺
激
す
る
場
合
屯
あ
ロ
ま
す
．
 
 
 

通
常
、
ク
マ
住
人
閏
と
町
道
週
毎
避
庁
 
 

よ
う
と
し
ま
す
中
山
へ
出
掛
け
る
と
き
は
 
 

昔
の
出
忌
も
由
痘
痕
帯
す
る
、
夜
間
は
車
 
 

庫
や
物
置
の
扉
を
閉
め
て
お
く
な
ど
工
夫
 
 

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
家
近
く
の
や
ぶ
 
 

は
別
口
取
口
、
物
陰
を
山
吐
く
し
託
し
ょ
う
。
 
 

尊
せ
僧
廿
な
い
恕
掛
に
 
 
 

ク
マ
は
力
‡
中
ク
リ
な
ど
の
え
さ
を
探
 
 

し
て
民
家
に
近
コ
い
て
書
ま
す
。
栗
を
粍
 
 

吉
な
い
よ
う
に
し
ま
し
卓
つ
。
ま
た
屋
外
 
 

に
生
「
」
み
奉
捨
て
た
ロ
蝿
に
野
菜
を
放
壷
 
 

L
モ
ロ
す
る
と
、
ク
マ
を
近
づ
け
る
原
因
 
 

と
な
ロ
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
卓
つ
。
 
 

葡
も
し
人
家
近
く
で
ク
マ
香
発
見
し
た
と
 
 
 

き
は
、
速
や
却
に
対
岸
木
部
麦
た
昧
大
 
 
 

男
草
葉
書
（
℡
臨
・
0
1
1
旦
ま
で
 
 
 

連
絡
し
て
く
だ
芭
い
 
 

問
合
せ
先
 
ク
マ
出
没
対
英
本
恕
二
幸
老
 
 
 

冠
・
林
野
耕
地
課
内
℡
餌
・
1
1
1
1
 
 
 

内
旋
3
2
4
V
 
 
 l

r
r
 
 

「
．
む
 
 
 

宏
文
甚
ん
は
果
越
印
若
手
農
業
者
で
構
 
 

成
す
竜
 
「
嘩
申
ほ
車
ク
ラ
ブ
」
 
の
メ
ン
ハ
 
 

ー
で
、
若
い
力
で
農
業
在
盛
口
上
げ
よ
う
 
 

と
奮
闘
中
。
有
檻
栽
培
在
日
標
に
、
現
在
 
 

サ
ト
イ
モ
や
白
ネ
ギ
古
ど
を
栽
培
し
、
仲
 
 

間
と
r
緒
に
有
機
野
菜
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
 
 

プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
世
界
で
活
荘
す
る
N
O
臼
∪
こ
 
 

と
松
久
信
幸
シ
ェ
フ
に
大
野
の
サ
ト
イ
モ
 
 

密
売
口
込
み
、
九
月
に
莞
売
さ
れ
た
レ
シ
 
 

ピ
本
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ロ
 
 

と
、
郷
土
の
作
物
在
全
国
、
そ
し
て
世
界
 
 

へ
発
信
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

農
業
就
業
者
が
増
え
、
「
農
家
の
地
位
 
 

向
上
」
の
た
め
に
今
の
時
代
に
合
っ
た
畏
 
 

葉
置
仁
、
経
営
甜
ら
学
び
、
商
品
や
技
商
 
 

の
開
発
に
力
喜
入
れ
、
将
来
は
法
人
化
在
 
 

日
箱
L
ナ
い
ま
す
。
 
 
 

■
 
 

日
程
 
十
〓
円
十
≡
 
 
 

日
苧
十
八
日
㊧
 
 

暗
闘
 
午
前
九
時
≡
 
 
 

十
分
～
十
一
時
 
 

そ
．
申
他
 
右
記
日
程
 
 
 

以
外
で
も
、
春
保
 
 
 

育
園
へ
密
語
で
確
 
 
 

認
し
見
学
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
ま
す
。
 
 
 

入
園
由
申
し
込
み
 
 
 

方
法
蛙
、
十
〓
月
 
 
 

号
の
r
広
報
お
お
 
 
 

の
」
 
で
お
知
ら
世
 
 
 

し
ま
す
 
 

聞
合
せ
先
 
吉
保
育
 
 
 

国
家
た
は
児
童
福
 
 
 

祉
課
子
育
て
支
援
 
 
 

係
〔
缶
甲
1
1
1
 
 
 

1
内
線
2
9
2
）
 
 
 

「
サ
ト
イ
モ
に
ど
う
付
加
価
値
を
付
け
 
 

る
お
や
作
業
効
率
直
上
げ
竜
に
は
ど
う
す
 
 

べ
き
鄭
在
ど
、
新
し
い
、
ア
イ
デ
ア
在
考
ぇ
 
 

て
い
竜
時
理
楽
し
い
」
と
宏
文
さ
ん
。
 
 
 

農
業
に
は
自
分
で
切
口
開
い
古
い
く
世
 
 

界
甜
あ
ロ
、
そ
こ
に
魅
力
の
一
つ
辞
あ
る
 
 

の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
 
 
 

有
様
製
菓
の
ネ
少
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
販
 
 

売
ル
ー
ト
を
開
箱
し
た
い
生
産
者
香
募
集
 
 

中
と
の
こ
と
。
詳
し
く
は
毒
口
9
□
・
 
 

†
 
 

1
1
月
1
3
日
～
1
8
日
に
実
施
 
 

あかね保膏圃   公■立  鮎－52・丁・3  水音町7－24   

荒島保育園 公■車  ・岳6－41由   疎生1胡一之g   

和泉保育園 卑生  丁岳－■2即2   朝日・之5一丁   

春日保育園   血立  ・■阜6－40〔）5   日吉町糾－6   

鹿寄席育圃   公立  6了一拍丁ロ  伏石11－1・4   

革景保育園   公立  軸一如申 清水11・9－12－1   

い．＝とよ保育園   民間  ≡卵一写8一喝   清和町Tl・ロ   

い・なやま療育国   展蘭  ■68．一口8．ヨ8・  篠座朗－．39   

開成保育園   屈周  臨・－11亡粗   革庄5＝一幅－2   

上庄保育園   草間  £・4－121丁   珊瑚王将一・5   

亀山保育園   良問  ■85－110ヰ   水落町3－a5   

破産廟育園   民間  85一郎丁ロ   篠座丁ヰ一触   

害念寺保育園 草間  由一6帽丁   錦町ヰー1丁   

誓革寺中野保育園  居間  串－61印 中廊由一1．8一事   

槙
子
吉
ん
は
福
皐
県
出
身
。
大
野
の
印
 
 

義
春
聞
く
と
「
轟
並
み
、
町
の
景
観
が
い
 
 

い
な
と
思
コ
た
。
こ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
 
 

ら
え
尋
農
芸
研
替
ぇ
志
と
い
い
と
患
う
」
 
 

と
、
こ
の
ま
ち
の
■
こ
と
置
心
か
ら
患
っ
て
 
 

く
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

商
店
街
、
朝
市
の
活
性
化
を
、
と
い
う
 
 

思
い
か
ら
自
ら
行
動
壬
れ
て
い
奇
襲
に
心
 
 

動
か
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

E
2
7
5
・
0
8
8
白
）
 
ま
で
。
 
 

5蔵まで大腰で過ご甘。  

染色家として、望年蘭計ら  

大野を拠点に制倖活動を時  

め竜勺急に開心ガ南U、塵  

ぺ竜ことが夫婦吾廿封ユニ  

アペリ秦プル思フルーツマ  

イス専一亡通称：野菜ソム  

リエ〕を曜持し一 項在も鞄  

強中畢甘中  ▲増  

発タイト机イラスト臆車鼓私営簿  

朝市でサトイモや無農礫磯増価サツマ  
イモなどを並べる横手さん一頭ごとの  

サトイモは聾しく観光客瓜方が貰って  

い舟■れるそうで‾す。  
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鹿生小が拘厨辟理尤臣責辟受賞  

進
め
モ
い
る
蘇
生
小
学
校
が
、
 
 

市
内
学
校
に
先
駆
け
て
危
機
筈
理
マ
〓
コ
ア
ル
作
成
な
ど
 
 

地
域
と
一
体
と
な
日
学
畦
安
全
講
動
在
 
 

層
嘗
番
嘩
 
 

旧
有
西
小
の
廃
材
を
作
品
に
 
 
 

今年招いた宮崎靖子巷んが、市  

内で・創作靖曲を行Lヽました。棄た  

有終酉小学墳児章とのワークショ  

ップも菓施。   

尭成した作品ほ学びの里「めい  

りA」に設■を予定しています。   

且
っ
年
産
由
 
 「
学
校
安
全
教
育
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
 
 

在
受
豊
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
政
府
が
 
 

芸
術
家
が
一
定
期
間
滞
在
し
、
地
域
由
 
 

人
た
ち
と
交
流
し
直
知
ら
創
作
活
動
を
行
 
 

う
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
 
 

「
人
．
∴
】
 
 
 五
回
目
奄
迎
え
た
今
向
直
、
名
古
屋
芸
 
 

術
大
学
院
生
の
宮
崎
靖
子
さ
ん
を
招
き
ま
 
 

し
た
血
ア
ー
ト
ウ
工
－
プ
実
行
委
昌
会
が
 
 

募
集
し
た
「
有
終
西
小
学
校
の
原
村
を
利
 
 

用
し
た
作
品
制
作
」
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
 
 

持
ち
応
募
し
た
宮
崎
さ
ん
は
、
九
月
≡
日
 
 

か
ら
本
市
に
滞
在
。
「
思
い
出
の
つ
ま
っ
 
 

た
廊
下
を
、
そ
の
原
型
を
持
し
た
ま
ま
新
 
 

た
な
役
割
在
与
え
て
あ
げ
た
い
」
と
、
旧
 
 

有
終
西
小
学
校
体
育
館
で
創
作
活
動
に
取
 
 

ロ
組
み
ま
し
た
。
 
 
 

完
成
し
た
作
品
は
、
大
き
吉
印
幡
約
」
ハ
 
 

㍍
、
高
さ
約
r
㍍
あ
ロ
、
所
々
に
穴
甜
開
 
 

い
て
い
ま
す
。
穴
を
の
ぞ
く
と
、
自
然
光
 
 

を
取
口
込
ん
だ
穴
由
先
甜
ら
旧
校
菖
の
風
 
 

景
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
 
 

写
真
は
、
有
終
酉
小
学
校
に
通
う
六
年
生
 
 

が
中
心
と
な
っ
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
 
 
 

ま
た
滞
在
中
、
児
童
春
対
真
に
原
村
を
 
 

利
用
し
た
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
業
苦
コ
 
 

く
ロ
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
創
作
活
動
面
 
 

葉
し
さ
を
伝
克
て
い
ま
し
た
ゥ
 
 

筒
合
せ
尭
 
教
育
委
展
墓
文
化
振
興
室
 
 
 

（
℡
6
6
・
5
4
1
且
 
 

月〓日 

で 組 「国 

小 七置民安全 
規 の 
模 日 
校 」と  
で  な  

勃
啓
囁
蟄
蟄
萄
瓢
聖
瞳
静
嘲
 
 

■
 
■
拾
㌍
筈
葺
羞
避
画
馨
重
畳
苧
重
富
草
9
■
・
 
 

句
は
 
 

で
届
る
こ
と
奄
ど
を
学
校
の
特
色
と
考
え
、
 
 

次
の
安
全
確
保
対
策
香
講
じ
て
い
ま
す
。
 
 

一
棟
内
】
 
 

●
集
団
華
校
後
に
全
館
を
施
錠
 
 
 

職
員
玄
関
の
み
開
錠
し
、
来
校
書
体
受
 
 
 

け
付
け
奏
し
て
甜
ら
学
校
に
入
り
ま
す
 
 

●
登
下
校
暗
中
状
況
を
把
捉
 
 
 

朝
の
会
で
、
前
日
の
下
校
時
と
当
日
の
 
 
 

登
校
時
の
綾
子
を
話
し
合
い
、
哉
職
畠
 
 
 

は
看
護
当
番
日
誌
に
記
入
し
ま
す
。
こ
 
 
 

の
日
誌
で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
 
 

●
複
数
児
童
に
よ
竜
下
校
の
実
施
 
 
 

低
学
年
と
高
学
年
で
下
校
時
間
専
決
め
、
 
 
 

置
数
児
童
が
一
緒
に
下
校
し
て
い
ま
す
 
 

＃
そ
印
ほ
か
、
緊
急
時
に
は
牡
呈
が
引
率
 
 
 

し
て
下
校
し
た
り
、
安
全
防
犯
指
導
の
 
 
 

徹
底
を
国
つ
■
た
ロ
し
て
い
ま
す
 
 

【
校
外
】
 
 

●
登
下
校
由
安
全
確
認
 
 
 

教
職
昌
に
よ
る
巡
回
指
導
の
陸
相
、
保
 
 
 

護
者
や
校
区
運
営
委
員
に
よ
る
安
全
指
 
 
 

導
、
再
生
み
ま
も
ロ
障
に
よ
る
安
全
確
 
 
 

保
を
行
っ
て
い
ま
す
 
 

■
t
 
 

大
野
市
の
苧
梗
給
食
は
、
献
立
作
成
委
 
 

員
会
を
組
癒
し
て
毎
月
の
献
立
を
作
成
し
 
 

て
い
ま
す
。
各
学
校
昭
帯
貴
は
長
年
に
わ
 
 

た
コ
て
創
意
工
夫
さ
れ
、
改
善
さ
れ
た
も
 
 

の
で
あ
ロ
、
多
く
の
人
た
ち
の
努
力
の
結
 
 

晶
で
す
。
 
 
 

「
食
育
」
の
大
切
さ
が
注
目
さ
れ
る
中
、
 
 

保
護
者
か
ら
学
校
給
食
由
レ
、
ソ
ピ
春
敢
え
 
 

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
面
が
る
よ
う
に
な
 
 

ロ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
要
望
を
 
 

受
け
学
校
給
食
で
実
践
し
て
き
た
献
立
の
 
 

レ
シ
ピ
を
保
護
者
に
提
供
し
、
子
供
た
ち
 
 

の
食
生
活
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
 
「
給
 
 

食
・
我
家
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
集
j
を
発
 
 

刊
。
市
内
全
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
家
庭
 
 

に
配
布
し
ま
し
た
。
 
 
 

作
成
に
あ
た
っ
て
は
保
護
者
廿
ら
お
薦
 
 

め
メ
ニ
ュ
1
も
募
集
し
、
学
校
と
家
庭
が
 
 

協
力
し
、
子
供
た
ち
の
心
と
体
の
成
長
に
 
 

役
立
つ
よ
う
考
慮
し
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し
た
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。  鮮 
月 
二 
十 
四 
日、 
住 
全 
校  

劃一l  同校育館で九 童≡十七人や教職 

に
は
「
穴
馬
カ
プ
ラ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え
」
 
 

や
「
里
芋
カ
レ
ー
」
な
ど
、
地
元
の
食
材
 
 

を
使
っ
た
料
理
石
棺
介
苦
れ
て
い
る
ほ
か
、
 
 

野
菜
嫌
い
を
な
く
す
技
な
ど
役
に
立
つ
情
 
 

報
が
渇
威
さ
れ
て
い
ま
す
白
ま
た
調
理
師
 
 

や
給
食
の
献
立
を
考
ぇ
る
栄
養
士
の
仕
事
 
 

が
紹
介
さ
れ
亡
い
て
、
普
段
食
べ
て
い
る
 
 

給
食
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
 
 

知
悉
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 
 

レ
シ
ピ
集
奄
見
な
が
ら
親
子
で
実
践
し
 
 

て
み
ま
し
ょ
」
つ
。
 
 
 

観
合
せ
尭
 
教
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会
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鹿生小が拘厨辟理尤臣責辟受賞  

進
め
モ
い
る
蘇
生
小
学
校
が
、
 
 

市
内
学
校
に
先
駆
け
て
危
機
筈
理
マ
〓
コ
ア
ル
作
成
な
ど
 
 

地
域
と
一
体
と
な
日
学
畦
安
全
講
動
在
 
 

層
嘗
番
嘩
 
 

旧
有
西
小
の
廃
材
を
作
品
に
 
 
 

今年招いた宮崎靖子巷んが、市  

内で・創作靖曲を行Lヽました。棄た  

有終酉小学墳児章とのワークショ  

ップも菓施。   

尭成した作品ほ学びの里「めい  

りA」に設■を予定しています。   

且
っ
年
産
由
 
 「
学
校
安
全
教
育
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
 
 

在
受
豊
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
政
府
が
 
 

芸
術
家
が
一
定
期
間
滞
在
し
、
地
域
由
 
 

人
た
ち
と
交
流
し
直
知
ら
創
作
活
動
を
行
 
 

う
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
 
 

「
人
．
∴
】
 
 
 五
回
目
奄
迎
え
た
今
向
直
、
名
古
屋
芸
 
 

術
大
学
院
生
の
宮
崎
靖
子
さ
ん
を
招
き
ま
 
 

し
た
血
ア
ー
ト
ウ
工
－
プ
実
行
委
昌
会
が
 
 

募
集
し
た
「
有
終
西
小
学
校
の
原
村
を
利
 
 

用
し
た
作
品
制
作
」
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
 
 

持
ち
応
募
し
た
宮
崎
さ
ん
は
、
九
月
≡
日
 
 

か
ら
本
市
に
滞
在
。
「
思
い
出
の
つ
ま
っ
 
 

た
廊
下
を
、
そ
の
原
型
を
持
し
た
ま
ま
新
 
 

た
な
役
割
在
与
え
て
あ
げ
た
い
」
と
、
旧
 
 

有
終
西
小
学
校
体
育
館
で
創
作
活
動
に
取
 
 

ロ
組
み
ま
し
た
。
 
 
 

完
成
し
た
作
品
は
、
大
き
吉
印
幡
約
」
ハ
 
 

㍍
、
高
さ
約
r
㍍
あ
ロ
、
所
々
に
穴
甜
開
 
 

い
て
い
ま
す
。
穴
を
の
ぞ
く
と
、
自
然
光
 
 

を
取
口
込
ん
だ
穴
由
先
甜
ら
旧
校
菖
の
風
 
 

景
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
 
 

写
真
は
、
有
終
酉
小
学
校
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通
う
六
年
生
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中
心
と
な
っ
て
撮
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し
た
も
の
で
す
。
 
 
 

ま
た
滞
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中
、
児
童
春
対
真
に
原
村
を
 
 

利
用
し
た
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
業
苦
コ
 
 

く
ロ
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
創
作
活
動
面
 
 

葉
し
さ
を
伝
克
て
い
ま
し
た
ゥ
 
 

筒
合
せ
尭
 
教
育
委
展
墓
文
化
振
興
室
 
 
 

（
℡
6
6
・
5
4
1
且
 
 

月〓日 

で 組 「国 

小 七置民安全 
規 の 
模 日 
校 」と  
で  な  

勃
啓
囁
蟄
蟄
萄
瓢
聖
瞳
静
嘲
 
 

■
 
■
拾
㌍
筈
葺
羞
避
画
馨
重
畳
苧
重
富
草
9
■
・
 
 

句
は
 
 

で
届
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こ
と
奄
ど
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学
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特
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と
考
え
、
 
 

次
の
安
全
確
保
対
策
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て
い
ま
す
。
 
 

一
棟
内
】
 
 

●
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華
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館
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錠
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受
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入
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登
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捉
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合
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畠
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誌
に
記
入
し
ま
す
。
こ
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す
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＃
そ
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ほ
か
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緊
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引
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し
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下
校
し
た
り
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安
全
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指
導
の
 
 
 

徹
底
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つ
■
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ロ
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て
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ま
す
 
 

【
校
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】
 
 

●
登
下
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安
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保
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指
 
 
 

導
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全
確
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す
 
 

■
t
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梗
給
食
は
、
献
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委
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献
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し
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わ
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結
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。
 
 
 

「
食
育
」
の
大
切
さ
が
注
目
さ
れ
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が
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。
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廿
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薦
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介
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の
仕
事
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介
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て
、
普
段
食
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て
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る
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が
ど
の
よ
う
に
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か
を
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悉
こ
と
が
で
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す
。
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九
月
に
入
ロ
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
甜
相
 
 

次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
 
 

十
月
二
日
、
「
ク
マ
出
没
対
策
車
部
」
 
 

（
本
部
長
・
助
役
）
を
二
年
ぶ
り
に
設
置
 
 

し
、
現
在
全
庁
体
制
で
対
応
に
あ
た
コ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

特
に
十
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
山
沿
い
 
 

だ
け
で
な
く
農
村
集
落
ま
で
範
囲
が
拡
大
 
 

し
て
い
嘉
す
。
人
身
被
害
も
発
生
し
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

今
年
は
え
さ
甜
不
定
し
て
い
竜
こ
と
か
 
 

ら
、
冬
眠
前
の
え
さ
を
求
め
て
歩
く
こ
と
 
 

も
考
一
旦
き
れ
麦
す
。
次
の
点
に
十
分
に
注
 
 

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

朝
市
に
出
店
し
て
い
る
苦
い
夫
婦
が
い
 
 

る
と
聞
き
、
米
づ
く
ロ
に
却
加
わ
り
農
業
 
 

や
食
に
関
心
甜
面
る
乱
は
垣
薩
津
々
。
早
 
 

速
蓋
い
に
行
っ
て
吾
ま
し
た
。
 
 
 

土
打
に
暮
ら
す
松
原
宏
文
さ
ん
⊥
二
九
）
、
 
 

槙
干
さ
ん
夫
婦
。
二
人
は
東
京
由
農
業
大
 
 

宇
の
同
級
生
で
、
現
在
三
児
の
パ
パ
と
マ
 
 

マ
。
宏
文
吉
ん
は
「
子
供
に
安
全
な
も
由
 
 

を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
昨
年
会
社
香
道
職
 
 

し
、
本
格
的
に
農
業
香
始
ぬ
ま
し
た
。
 
 

ウ
マ
出
濱
■
欄
誘
く
 
川
け
群
人
毛
 
 

顛
′
．
軒
斗
 
 

農業の法人化左巨編し、有  
横長法に取り組む宏文さん  

被
害
に
遼
b
な
い
た
打
に
 
 

朝
夕
の
尭
脆
い
時
間
帯
は
、
ク
マ
が
克
 
 

さ
を
探
し
て
講
発
に
活
動
し
ま
す
。
街
灯
 
 

の
啓
い
道
路
や
農
道
笹
ど
も
危
険
モ
す
。
 
 

ま
た
、
犬
蓉
連
れ
て
の
散
歩
は
甘
え
っ
て
 
 

ウ
マ
を
刺
激
す
る
場
合
屯
あ
ロ
ま
す
．
 
 
 

通
常
、
ク
マ
住
人
閏
と
町
道
週
毎
避
庁
 
 

よ
う
と
し
ま
す
中
山
へ
出
掛
け
る
と
き
は
 
 

昔
の
出
忌
も
由
痘
痕
帯
す
る
、
夜
間
は
車
 
 

庫
や
物
置
の
扉
を
閉
め
て
お
く
な
ど
工
夫
 
 

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
家
近
く
の
や
ぶ
 
 

は
別
口
取
口
、
物
陰
を
山
吐
く
し
託
し
ょ
う
。
 
 

尊
せ
僧
廿
な
い
恕
掛
に
 
 
 

ク
マ
は
力
‡
中
ク
リ
な
ど
の
え
さ
を
探
 
 

し
て
民
家
に
近
コ
い
て
書
ま
す
。
栗
を
粍
 
 

吉
な
い
よ
う
に
し
ま
し
卓
つ
。
ま
た
屋
外
 
 

に
生
「
」
み
奉
捨
て
た
ロ
蝿
に
野
菜
を
放
壷
 
 

L
モ
ロ
す
る
と
、
ク
マ
を
近
づ
け
る
原
因
 
 

と
な
ロ
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
卓
つ
。
 
 

葡
も
し
人
家
近
く
で
ク
マ
香
発
見
し
た
と
 
 
 

き
は
、
速
や
却
に
対
岸
木
部
麦
た
昧
大
 
 
 

男
草
葉
書
（
℡
臨
・
0
1
1
旦
ま
で
 
 
 

連
絡
し
て
く
だ
芭
い
 
 

問
合
せ
先
 
ク
マ
出
没
対
英
本
恕
二
幸
老
 
 
 

冠
・
林
野
耕
地
課
内
℡
餌
・
1
1
1
1
 
 
 

内
旋
3
2
4
V
 
 
 l

r
r
 
 

「
．
む
 
 
 

宏
文
甚
ん
は
果
越
印
若
手
農
業
者
で
構
 
 

成
す
竜
 
「
嘩
申
ほ
車
ク
ラ
ブ
」
 
の
メ
ン
ハ
 
 

ー
で
、
若
い
力
で
農
業
在
盛
口
上
げ
よ
う
 
 

と
奮
闘
中
。
有
檻
栽
培
在
日
標
に
、
現
在
 
 

サ
ト
イ
モ
や
白
ネ
ギ
古
ど
を
栽
培
し
、
仲
 
 

間
と
r
緒
に
有
機
野
菜
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
 
 

プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
世
界
で
活
荘
す
る
N
O
臼
∪
こ
 
 

と
松
久
信
幸
シ
ェ
フ
に
大
野
の
サ
ト
イ
モ
 
 

密
売
口
込
み
、
九
月
に
莞
売
さ
れ
た
レ
シ
 
 

ピ
本
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ロ
 
 

と
、
郷
土
の
作
物
在
全
国
、
そ
し
て
世
界
 
 

へ
発
信
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

農
業
就
業
者
が
増
え
、
「
農
家
の
地
位
 
 

向
上
」
の
た
め
に
今
の
時
代
に
合
っ
た
畏
 
 

葉
置
仁
、
経
営
甜
ら
学
び
、
商
品
や
技
商
 
 

の
開
発
に
力
喜
入
れ
、
将
来
は
法
人
化
在
 
 

日
箱
L
ナ
い
ま
す
。
 
 
 

■
 
 

日
程
 
十
〓
円
十
≡
 
 
 

日
苧
十
八
日
㊧
 
 

暗
闘
 
午
前
九
時
≡
 
 
 

十
分
～
十
一
時
 
 

そ
．
申
他
 
右
記
日
程
 
 
 

以
外
で
も
、
春
保
 
 
 

育
園
へ
密
語
で
確
 
 
 

認
し
見
学
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
ま
す
。
 
 
 

入
園
由
申
し
込
み
 
 
 

方
法
蛙
、
十
〓
月
 
 
 

号
の
r
広
報
お
お
 
 
 

の
」
 
で
お
知
ら
世
 
 
 

し
ま
す
 
 

聞
合
せ
先
 
吉
保
育
 
 
 

国
家
た
は
児
童
福
 
 
 

祉
課
子
育
て
支
援
 
 
 

係
〔
缶
甲
1
1
1
 
 
 

1
内
線
2
9
2
）
 
 
 

「
サ
ト
イ
モ
に
ど
う
付
加
価
値
を
付
け
 
 

る
お
や
作
業
効
率
直
上
げ
竜
に
は
ど
う
す
 
 

べ
き
鄭
在
ど
、
新
し
い
、
ア
イ
デ
ア
在
考
ぇ
 
 

て
い
竜
時
理
楽
し
い
」
と
宏
文
さ
ん
。
 
 
 

農
業
に
は
自
分
で
切
口
開
い
古
い
く
世
 
 

界
甜
あ
ロ
、
そ
こ
に
魅
力
の
一
つ
辞
あ
る
 
 

の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
 
 
 

有
様
製
菓
の
ネ
少
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
販
 
 

売
ル
ー
ト
を
開
箱
し
た
い
生
産
者
香
募
集
 
 

中
と
の
こ
と
。
詳
し
く
は
毒
口
9
□
・
 
 

†
 
 

1
1
月
1
3
日
～
1
8
日
に
実
施
 
 

あかね保膏圃   公■立  鮎－52・丁・3  水音町7－24   

荒島保育園 公■車  ・岳6－41由   疎生1胡一之g   

和泉保育園 卑生  丁岳－■2即2   朝日・之5一丁   

春日保育園   血立  ・■阜6－40〔）5   日吉町糾－6   

鹿寄席育圃   公立  6了一拍丁ロ  伏石11－1・4   

革景保育園   公立  軸一如申 清水11・9－12－1   

い．＝とよ保育園   民間  ≡卵一写8一喝   清和町Tl・ロ   

い・なやま療育国   展蘭  ■68．一口8．ヨ8・  篠座朗－．39   

開成保育園   屈周  臨・－11亡粗   革庄5＝一幅－2   

上庄保育園   草間  £・4－121丁   珊瑚王将一・5   

亀山保育園   良問  ■85－110ヰ   水落町3－a5   

破産廟育園   民間  85一郎丁ロ   篠座丁ヰ一触   

害念寺保育園 草間  由一6帽丁   錦町ヰー1丁   

誓革寺中野保育園  居間  串－61印 中廊由一1．8一事   

槙
子
吉
ん
は
福
皐
県
出
身
。
大
野
の
印
 
 

義
春
聞
く
と
「
轟
並
み
、
町
の
景
観
が
い
 
 

い
な
と
思
コ
た
。
こ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
 
 

ら
え
尋
農
芸
研
替
ぇ
志
と
い
い
と
患
う
」
 
 

と
、
こ
の
ま
ち
の
■
こ
と
置
心
か
ら
患
っ
て
 
 

く
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

商
店
街
、
朝
市
の
活
性
化
を
、
と
い
う
 
 

思
い
か
ら
自
ら
行
動
壬
れ
て
い
奇
襲
に
心
 
 

動
か
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

E
2
7
5
・
0
8
8
白
）
 
ま
で
。
 
 

5蔵まで大腰で過ご甘。  

染色家として、望年蘭計ら  

大野を拠点に制倖活動を時  

め竜勺急に開心ガ南U、塵  

ぺ竜ことが夫婦吾廿封ユニ  

アペリ秦プル思フルーツマ  

イス専一亡通称：野菜ソム  

リエ〕を曜持し一 項在も鞄  

強中畢甘中  ▲増  

発タイト机イラスト臆車鼓私営簿  

朝市でサトイモや無農礫磯増価サツマ  
イモなどを並べる横手さん一頭ごとの  

サトイモは聾しく観光客瓜方が貰って  

い舟■れるそうで‾す。  
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こ
夫
婦
は
環
境
へ
の
意
識
も
高
く
、
エ
 
 

コ
・
ク
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
也
息
塵
 
 

控
訴
ま
ん
ま
る
サ
イ
ト
■
（
寮
注
）
の
活
動
に
 
 

栗
岡
し
、
サ
ト
イ
モ
掘
口
体
験
の
企
画
在
 
 

ど
香
し
て
い
ま
す
。
横
手
革
ん
娃
森
林
イ
 
 

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
印
章
楢
を
取
得
し
て
お
 
 

口
、
今
後
も
自
然
に
触
れ
尋
樫
蓋
を
提
供
 
 

し
て
い
き
た
い
、
と
意
気
軒
高
。
 
 
 

市
で
は
兢
在
、
「
大
野
市
地
域
防
捷
計
 
 

画
」
の
修
正
と
「
大
野
市
国
民
保
護
計
画
」
 
 

巧
策
定
作
業
者
進
ぬ
て
い
ま
■
す
。
 
 
 

今
月
中
旬
に
怯
告
計
画
幻
素
案
置
公
開
 
 

し
、
意
見
募
豪
産
行
い
ま
す
。
募
集
期
間
 
 

は
二
週
間
程
度
杏
予
定
。
皆
吉
ん
の
己
意
 
 

見
香
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 
 

募
集
撫
簡
 
十
一
月
中
旬
か
ら
二
週
間
軽
 
 
 

症
∴
詳
し
い
期
間
が
決
ま
ロ
ま
し
た
ら
 
 
 

市
－
ム
ぺ
1
ジ
な
ど
直
通
じ
て
お
知
ら
 
 
 

せ
し
ま
す
）
 
 

秦
婁
封
阻
札
所
 
市
役
所
一
時
行
政
資
料
 
 
 

室
、
和
泉
支
所
、
要
害
蒜
〓
た
だ
し
 
 
 

和
泉
公
民
館
蛙
除
く
じ
 
 

戴
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
託
す
 
 
 

各
計
画
の
栂
要
 
 

■
大
野
市
地
域
蹄
災
計
画
 
 
 

「
大
野
市
地
威
防
艶
計
画
」
は
ヽ
地
域
 
 

住
民
由
生
面
埴
古
体
、
財
産
家
災
害
抄
ら
 
 

地
域
防
災
計
画
■
国
民
保
護
計
画
策
定
に
向
け
 
 

素
案
公
開
と
意
見
寄
集
を
実
施
し
ま
す
 
 

＋リ㈹Mい…J↓斗十√．  

守
る
た
め
昭
和
≡
十
 
 

八
年
に
作
成
。
そ
田
 
 

故
、
時
代
の
変
化
や
 
 

大
規
模
轟
蛮
な
ど
由
 
 

災
害
に
対
応
す
る
た
 
 

め
、
修
正
蚕
室
ね
て
 
 

音
ま
し
た
白
現
在
の
 
 

計
画
は
平
成
十
年
に
 
 
■
＃
蕃
女
 
給
器
課
行
聴
席
（
℡
6
6
 
 
 

1
1
1
再
臨
妻
4
4
〕
 
 
 

■
 
 

亭
に
向
却
つ
■
モ
ー
括
に
進
屯
二
人
血
宏
 
 

文
苗
粗
野
家
で
仕
事
零
す
る
卓
つ
に
撃
っ
 
 

て
少
し
衷
薩
に
も
変
化
邸
あ
っ
た
垂
つ
で
 
 

す
。
「
休
日
性
ど
こ
か
へ
出
掛
げ
な
く
モ
 
 

怒
楽
b
み
直
見
つ
仕
ら
軋
毒
草
コ
に
な
っ
 
 

た
」
と
鎮
子
さ
ん
。
農
業
昧
未
変
な
苦
労
 
 

昭
董
轟
壮
事
だ
せ
思
い
ま
す
争
示
喜
篭
∵
の
 
 

び
呼
び
と
育
コ
て
■
い
く
お
子
さ
ん
町
成
長
、
 
 

慣
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 
 
 

今
回
、
昨
年
十
一
月
の
和
泉
村
と
聖
□
 
 

併
を
経
て
市
域
面
積
が
広
が
っ
た
こ
と
や
 
 

平
成
十
」
ハ
年
七
月
福
♯
豪
雨
、
平
成
十
ハ
 
 

年
豪
雪
な
ど
田
載
訓
を
計
画
に
反
映
さ
せ
 
 

竜
た
め
修
正
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

計
画
の
内
密
は
、
弼
則
、
捷
害
予
防
、
 
 

一
億
災
害
応
急
対
策
、
地
震
壁
書
応
急
対
 
 

策
、
災
害
復
旧
・
隆
興
肝
玉
華
で
構
成
し
 
 

て
い
ま
首
。
 
 

■
大
野
市
臣
民
保
藍
計
画
 
 
 

「
大
野
市
国
民
保
護
計
画
」
■
は
、
国
が
 
 

定
め
た
い
わ
唖
毒
「
国
民
保
護
法
」
に
基
 
 

づ
書
、
武
力
攻
撃
宰
聾
者
ど
が
要
生
し
た
 
 

と
き
の
住
民
避
醸
の
方
法
を
怯
じ
め
、
平
 
 

常
時
由
備
克
や
市
申
責
務
な
ど
蕃
定
助
た
 
 

も
の
で
す
っ
 
 
 

計
画
の
内
容
は
、
総
則
、
平
舘
晦
由
応
 
 

ぇ
、
菓
旛
体
制
、
遊
軍
及
び
救
援
、
武
力
 
 

攻
撃
災
害
へ
の
対
処
等
、
語
設
曲
線
旧
と
 
 

生
活
の
安
定
の
」
ハ
章
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
 
 

埼
武
力
攻
撃
事
態
…
和
が
国
に
対
す
番
外
 
 
 

部
か
ら
田
武
力
攻
撃
が
尭
生
、
発
生
す
 
 
 

る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
ま
た
 
 
 

ほ
発
生
が
予
測
苫
れ
る
状
況
の
こ
と
 
 
 

I
広
 
 

應
増
戎
瑠
「
欄
墟
円
山
一
t
 
 

枕席嘗A価サイイモ畑にモ単二土づ宅り著大切にし、幸当に弥要港ことだ好意す呑。  

葦は小善くと毛、虫が付こうと竜．土から垂骨壷しっかり恕与ったサトイモ拝五  

諏に青首ていました。  

†
 
 

雷
雲
豊
富
豊
胃
昼
型
雪
善
い
い
な
 
 

奄
と
∵
菊
中
産
を
顧
慮
手
伝
ぃ
奄
す
岳
廃
 
 

字
謹
血
置
見
て
患
い
ま
し
た
。
 
 

l
 
l
＿
■
■
l
■
t
 
l
▲
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
 

私
が
講
代
た
と
己
ろ
、
大
野
幻
専
業
農
 
 

家
怯
全
世
帯
敢
の
丁
六
髄
牒
ど
．
物
心
 
 

共
に
畳
却
に
暮
ら
せ
竜
、
モ
b
て
菓
b
臨
 
 

で
続
け
て
い
仕
る
里
香
日
揮
苛
動
舌
、
 
 

モ
ん
啓
方
々
由
鹿
部
義
毒
舌
広
が
っ
て
い
 
 

く
と
い
山
番
あ
せ
思
い
ま
す
。
 
 
 

志
蛙
怒
っ
て
屯
行
動
に
表
す
こ
と
は
赫
 
 

し
い
こ
と
だ
と
患
い
ま
す
申
そ
己
に
理
解
 
 

し
昏
互
恵
家
族
甜
い
て
仲
野
い
轟
。
な
 
 

ん
耳
藍
廿
己
と
だ
肇
つ
や
膏
前
に
隷
1
 
 

日
悪
戯
患
い
壷
声
に
出
し
て
■
伝
責
苦
厨
却
 
 

在
い
と
。
帯
㍍
志
に
触
れ
、
乱
遷
し
学
び
 
 

葡
廿
昂
肇
に
葛
尋
常
婁
蘭
書
謹
皇
怯
 
 
 

こ
弓
b
写
」
の
媚
に
増
村
い
た
生
活
家
 
 

運
予
て
京
急
市
有
に
お
墓
い
で
音
、
お
甜
 
 

げ
で
読
た
大
野
邸
好
蕃
に
な
q
ま
し
た
。
 
 

新
し
い
出
蓉
塩
野
暴
掛
世
界
奄
広
め
、
′
 
 

A
望
重
量
日
東
葛
篭
苛
F
半
音
茹
古
、
 
 

モ
ん
諒
克
郎
L
官
い
ま
す
モ
皆
謹
ん
に
屯
 
 

こ
れ
軒
魯
恵
庭
日
出
童
㍍
理
恵
巧
ま
す
よ
 
 

う
に
．
 
 

市
で
は
、
市
内
町
グ
リ
ー
㌢
ん
て
－
リ
ズ
 
 

ム
 
（
地
域
重
源
憂
生
却
し
た
各
種
体
顛
や
 
 

地
域
性
罠
と
の
交
流
活
動
）
を
紹
介
し
た
 
 

マ
リ
ブ
「
が
ぶ
っ
と
大
野
麦
る
封
じ
ロ
」
 
 

を
発
刊
し
ま
し
た
。
 
 
 

全
体
壱
通
じ
て
自
然
豊
却
な
点
在
ア
 
 

ピ
ー
ル
。
表
紙
に
は
市
の
特
産
物
で
あ
る
 
 

お
石
し
号
ば
準
半
夏
生
さ
ば
、
廿
ト
イ
モ
、
 
 

酒
な
ど
奄
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

裏
面
に
性
体
験
や
交
流
活
動
が
で
き
孟
 
 

卑
豊
諾
軽
骨
五
 
 

庵
轟
甘
L
伝
書
 
 

孝
女
嘗
ぎ
芝
ム
 
 
 

『
朋
 
 

「
笥
 
 零■
‡
i
轟
．
■
一
一
 
 

甜
じ
ロ
』
 
壱
発
刊
 
 
 

■
 

■
．
 

■
一
 
 

一
 
 

一
－
 
 ■
 
 

■
－
 
 ●－く：「；＿＿■＝■．．．＿コ■■＿： i‾＿1i＿  ■ －■Ll■■ ■  

今
後
も
い
ろ
ん
塔
体
襲
イ
ぺ
ツ
ト
を
予
 
 

一
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
旺
毒
酢
・
伍
 
 

4
7
4
〕
 
宗
で
且
 
 

奥
越
前
ま
ん
託
る
サ
イ
ト
の
夏
休
み
ノ
 
 

ベ
ン
ト
に
奉
加
し
て
き
ま
し
た
。
下
打
■
混
、
 
 

阪
苗
地
区
で
昭
川
茸
び
に
山
ブ
ド
ウ
病
毒
、
 
 

そ
ば
打
ち
借
襲
。
た
く
さ
ん
田
笑
顔
が
轟
 
 

岳
れ
て
い
て
、
ゆ
コ
た
ロ
と
し
た
時
間
甜
 
 

流
れ
て
ゆ
き
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
同
書
 
 

合
う
こ
と
で
、
知
ら
な
か
コ
た
風
景
や
地
 
 

球
由
魅
力
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 
 

代
表
の
坂
本
さ
ん
瞳
 
「
楽
し
い
思
い
出
だ
 
 

け
で
は
な
く
、
地
域
由
人
々
が
い
っ
ま
疇
 
 

も
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
や
資
源
春
守
「
 
 

必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら
。
モ
ー
 

い
う
意
義
を
一
緒
に
満
っ
て
い
け
る
活
動
 
 

に
し
て
い
書
た
い
」
と
草
案
の
意
義
を
語
 
 

コ
て
く
だ
苗
い
ま
し
た
。
 
 

各
種
施
設
の
概
要
や
連
語
先
壷
怯
じ
め
、
 
 

体
質
奄
中
心
と
し
た
廼
勃
を
行
う
団
体
由
 
 

情
報
単
月
ご
と
由
イ
〟
ベ
ン
ト
情
報
、
さ
ら
 
 

に
は
直
売
所
、
温
浴
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
 
 

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
 
 

所
在
地
は
表
由
加
商
〒
哀
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

マ
ッ
プ
は
姉
妹
都
市
や
関
係
橙
醜
出
店
 
 

却
、
市
内
公
共
施
設
や
近
県
由
小
中
学
校
 
 

な
ど
に
も
配
布
し
ま
し
た
。
 
 
 

市
で
怯
現
在
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
 
 

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
 
（
自
然
環
境
 
 

を
中
心
と
し
た
保
韻
語
動
｝
爪
望
軍
 
 

需
も
含
め
た
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
 
 

ツ
ー
リ
貫
ム
確
立
に
向
け
た
語
査
 
 

杏
葉
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
 
 

や
、
策
定
中
の
観
光
観
取
プ
ラ
ン
 
 

（
仮
称
）
を
基
に
、
来
年
度
以
降
 
 

に
広
域
的
在
観
光
ル
ー
ト
な
ど
在
 
 

碍
介
す
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
 
 

く
予
定
で
す
。
 
 

電
 
力
ラ
ー
A
3
版
両
面
掛
り
 
 
 

（
四
っ
折
口
）
 
 

件
梨
部
数
 
〓
万
一
干
九
日
部
 
 

そ
町
他
 
希
望
者
に
は
無
料
で
配
 
 
 

布
し
て
い
ま
す
 
 

聞
合
せ
先
 
暴
政
課
農
業
振
興
係
 
 
 

岩
岳
・
1
1
1
1
内
線
3
1
ヱ
 
 

一
■
一
】
一
l
 
 

慮
■
山
H
一
「
∵
 
 

・
－
 
t
．
＝
・
＿
－
 
 

ん
 
 

さ
 
 
均
 
 

憮
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三唱■  
GARDEN（ガーデン）  平成17年寛大野市人事行政の運営等の状況  

一般行托掛王ヰ！人油島種概況1  

平成一軸月1日現在の一般行政部〕職員 一  

4 

、、 

．件建町状況（平月軒ラ軸執事普通会計洗削   

昨年度普通会計決算で人件資の占める割合（B／A）は  

18．6％でした（16年度は21．4酎白 なお人件莞には特別墟に支  

給される給料、報酬等を含んでいます。  

・住民事車台睡九日   歳撞譲葉顔 九．■件．寒 
軸蒔由義盛由   臼u （．＝如   

3万9g50人   佃9億宣Td2万丁加8円  3丁億11丁9万弧Ⅹ）円   

現業職克どを隙いた聴のことで旗。  

平均給与額と朝餉睾誠l横顔・  

一般行徴聴と現業職（由人）の平均値  
l犠員給与醐（平鹿1■巳年直・普通会計当初予算）  

平成帽年度普通食計当初市井に計上されている特長数は亜2t l 
人です。そ酔暁真に鮒吾味島植与加納凱  

与顛と平均年軒  

【一般行政職】   

平均給料月額   

平均給与月顕   

平均年齢  

【現業職ユ   

平均給料月額   

平均給与月毛責   

平均年齢  

は次の通り。  

31万姐39円   

3丁万1一帖丁円  

40．4歳  

Z9万494畠円   

31万324畠円  

亜．畠歳  

l  l人当たりの静  

万円と  

l芸苦宣誓  

l  

l職長車軸廟  

・・・毒ご＿ 上薫≧  掛 ‾‾「二骨‾‾‾‾    領∈菓菓当  1曲41一万印珊円    2健ヰ甜昆万印坤円  ⊂ ∃鉦鼓・▼拙芋当■・■    ＋計‡    6億旦丁5研60亡p円   印瞳44加万脚■円   
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l  平成1畠年4月1日現在沿暁昌幸当の状況は次の通り耳  

I 
●扶憂手当掩額はすぺて国と同額です） 

・配偶者 月盤1万8脚円  

l  ・配偶者以外の扶養艶族2人まで 月額鉦脚円  

I 

1 

東  

達す 

． 
†  

平鹿1丁年度に立替された6月期と12月期の期束・勤勉手当  

l  申割合は旗由通り．拍お聴制上の段階や職務の損なとによ  

学歴別助切慄帯と経験年齢別軸  

編料月海中鵜掃・   

●学歴別の跡任拾は次の連り．   

【大学卒】15万耶OD円〔国1子方Z鮎円）   

【高校卒】13万糾OD円掴13万畠4m円〕   

●醍俵年齢別平均給料月顛は次の通り。   

なお経験年数とは、卒業建直引＝採用   

され、引き続き勤務している場合町採用   

後由年数を指します。  

【大学卒】5～6年 20万56耶円  

10～14年 26万47Ⅸ】円  

之5′－29年 41万6討ⅩI円   

【高校卒】5ん6年1且万4珊円  

10～lヰ年 23万g3印〕円  

25一之9年 3了万守田円  

級別職員数伯横沢  

平成18年4月「日現在の行政職給料衰運   

用職員の般別咄員数は次の通U。   

乱行恐職給料表適用‾職員とは、一般行政  

職の僻見2ヰ3人を指します   

級別職属数と蠣成此  

【1級・主事】14人（5．邑如  

【2破・主事】3丁人 い5．2％－）  

【ヨ破・主査】gロ人指丁．0施）  

【4扱・主査、係長】39人（16．1別  

【5親・課長輔佐】2g人（11．9別  

【6級・課長】2丁人（1Ll瑚  

rT級・部長ユ丁人（2月％〕  
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囁h向丘徹  

萎し荘b周囲中丸却革帯し坤覇軽酢畔覇畦  

し、特に視覚母邸青んモく重吉島野った習ずd   

一十水藩費始弘光の拙いつから   

き轟甜毎です血小学2年生瀞ら地租申蹄由で  

精神力篭鍛最萄た払暁振起じ耳取臼親船習摘ま  

香。   

一－－一二♯軌まだん疎僻蓉しでい督す浄   

邁に6巳摺Ll日に転キロ奄乱1二管し1ま惑咽そ  

和掛瓢に曳鮨トレ準ストレ甘≠をじ石葛匝体力昭  

弓郵ヒ馨し冒し1ま凱氷謝ま蒔柵哀ポ丁封芭址確  

君屯垂身連取苦衷己く痺和議膏軌鰊著し缶分磐  

イ助とい雪目に貞克轟滞脚義母重嘩鞄  

で菅鞄さ   

一国体はぎ責苛虹塩麿   

観鞍部圧電さ粘且つ苦し曙輔し課し毎軽率宇  

佐訟首毛虫宅、白己作見卜密藍薪す愚芭と劫曙  

妻表した軌チームとし若草畢垂窯華膏竜∈車醸  

竿華華せんでしたせ力ん苦し凄い籠＃抹蛭斡若し  

義認恵愈雷記録描奄つ・と髄敵彗壮と思Llます。  

来年海国附こ蓉却で重たらい光軒竺蕃轟嘉苛f∈頑  

張育たい管す。   
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橋本 柴平呑ん一郎沖串嘲   牲員の採用・と退職由状況  

昨年度採用した港異数は行政聴5－ふ、現菱職はロ人でした．   

一方、退職者は行政喘が星人、現業職が4人となっています。  
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触血族帽l日露く兵庫国体」曲水奇相鞄  

コリーリレ十tこ県代賽として出囁しましたp市葺  

肝11丸田う雪轟年押菅○  

一国体軍手に蓋ば歌麿と蘭も鴨たと尊佳   

日射貴ば孜轟と怯恵ヨてし囁跡った宙習無塵  

萌軒醇寮 華蒔喪嘩喪；   
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避口屈処分の状況  

分限処分とは、公務の能率の錐括とその適正な運営の確保周観点か  

らい低量がそ掛職責を果たすことができない場合に行う処分由ことで  

す。  

昨年度は琶人を処分しました。処分理由と人数は次の通り。  

処分理由と人敏  

●勤務実篤が良く撞い場合‥・D人  

◆心身昭故障の場合・・・6人  

●聴に必要在適相性を欠く場合・・・ロ九  

●刑事事件に閲し起訴された場合・・・0人  

●条例で定拍局事由による場合・・・0人   

懲戒過分：の状況  

懲戒処分とは∴暗君上の毒轟違反など公務具としてふさわしくない非  

行がある場合に行う処分印ことです自 陣年産は懲戒処分者はありません  

で、した。  

：職員の研修と勤務成績の評定の状況＿   
勃確成臨¢評定¢状況  

地方公務員法亡昭和25年法律常ヱ61号）勢亜彙笥1項の規定に基づき、  

職員の勤務の業績や喋帝に関連する能九 態度等鞋公平かっ統一的に把  

握し、人事瞥翠並びに職員の能力開発、育成と活用直国名ため、平成1早  

年度から勤務評価制度を腐朽しています  

柑〕   

幸¢ユユ■ヽ  

頓喪辱嘩軸  
甘   

†詳・む蛛軒範   

牽瞳睡尊  
重轟細潤敵1   

l
 
 

この帯蛙i陶じ著者菅葡呑蕪蕃左前ーゲーム脚奇  

観‖却紹年出拭酎敵手甜こ岳ね掛白市着く苦し1定  

着沿で香。  

IT竃情報通信描珊ヨ即急連猛進歩旺、生塞泰素志  

藍恋わ育て蕃蕃し缶．宇廃た事由董楼台韓鼻毛生活嘩  

り貫ム萄変動って幸ています瞥こ由こと冴子粥た吉野  

茫堅田脳にぜ鞄浣彗lこ密書し置い番㊥却電、熱学暁恕  

頭身日毎盛観し甘いま甘．   
ま在、粒昭研究評香取る慮壱になっ正音つ≡肝仕笹だ  

勧善却判官し頓首．好一由に榛苗奄蘇碑旗日蔀輌璃  
正恵が世帯膏←蕃乱1濫し昭和拝啓鈍I丁字敢樹  

苛念㍍商家子供と十徳に尭宙蜜1冊管す。  

ニ
山
、
、
、
＞
巾
∵
＋
、
＋
「
 
 

イ
タ
リ
ア
鞄
餞
ぞ
垂
助
辞
聴
巾
苛
ア
1
封
ヨ
 
 

ン
｝
チ
ビ
筆
ロ
ー
ム
｛
長
野
机
襲
平
じ
 
 

や
京
董
準
じ
二
等
重
光
蕉
こ
情
景
署
痘
塩
 
 

竃
農
芸
璧
甲
芸
届
壱
層
雲
コ
モ
コ
塾
 
 

サ
望
常
寄
尋
吉
宗
嚢
孟
 
 

直
墓
 
 

相
こ
と
ら
＜
ん
（
な
か
が
む
ロ
え
こ
）
シ
ノ
：
 
 

イ
イ
せ
 
爪
ウ
イ
リ
ス
V
膝
た
l
才
■
つ
定
（
萬
轟
 
 

柾
≡
T
芭
杏
監
事
■
（
世
背
㍍
己
）
繋
野
リ
 
 

オ
手
鼻
コ
諏
宥
1
替
－
孟
茫
菰
軋
■
｛
租
 
 

同
塵
薬
〓
葛
商
卒
雷
り
甘
封
「
零
苛
勧
 
 

壷
雇
竺
飛
車
■
豆
二
鼻
苧
』
置
陪
電
柱
海
陳
 
 

に
恕
■
ヮ
蕊
⊥
R
芯
意
邑
 
 
 

菅
野
健
二
一
百
九
壬
■
L
慧
り
崇
』
唱
 
 

回
書
噂
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九
月
 
 

十
一
日
か
ち
二
十
八
日
に
甜
け
て
開
甜
れ
 
 

ま
し
た
Ⅵ
〓
掟
会
計
補
正
予
算
案
」
や
 
 

「
大
野
両
手
敷
料
条
例
の
二
部
壱
改
正
す
 
 

る
条
例
案
」
な
ど
二
十
一
誌
葉
音
寄
議
。
 
 

十
九
蕎
若
ガ
原
案
通
口
可
決
一
承
諾
■
同
 
 

音
貰
弧
ご
沓
諒
定
一
議
案
が
継
続
審
査
 
 

と
な
ロ
ま
し
た
。
 
 
 

太曙光葺電設備設置に補助  

し
費
用
中
一
却
香
補
助
し
ま
す
。
 
 

福
助
封
象
 
年
間
所
得
辞
1
2
ロ
 
 
 

ロ
万
円
以
下
で
、
市
内
由
自
己
 
 
 

の
住
宅
に
設
置
す
る
人
 
 

輔
助
額
．
汝
蛮
い
ず
れ
か
最
も
低
 
 
 

い
額
▼
棚
万
円
▼
設
置
費
の
9
 
 
 

分
の
亘
▼
相
方
円
空
ロ
佃
″
 
 

申
込
帝
切
日
 
‖
月
別
日
㊥
 
 

申
込
・
園
舎
せ
先
 
生
清
輝
境
課
 
 
 

環
境
保
全
係
（
正
雄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
斗
6
2
）
 
 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
麿
に
封
■
一
 
 

「
元
克
プ
ラ
ン
」
日
現
に
向
l
け
補
正
予
算
 
 

対
象
 
越
前
大
野
献
と
九
頭
竜
湖
 
 
 

駅
で
通
勤
▲
通
草
定
覿
苔
強
国
 
 
 

数
寄
、
5
人
以
上
の
団
体
で
乗
 
 
 

車
券
を
購
入
し
l
利
用
し
た
市
 
 
 

民
 
 

助
成
額
 
避
葉
北
腺
利
用
区
間
巧
 
 
 

萄
入
費
ま
た
怯
達
碧
面
責
割
 
 

申
酷
方
法
 
 

①
通
勤
・
通
学
定
期
券
 
有
効
用
 
 
 

開
田
碍
了
鞄
1
年
以
内
に
定
期
 
 
 

券
奇
提
示
 
 

画
回
教
＃
 
購
入
日
却
ら
1
年
以
 
 
 

内
に
、
国
数
苗
由
展
蕗
芽
｛
表
 
 
 

紙
T
を
提
示
 
 

画
集
車
券
 
■
室
則
夫
野
酎
で
敢
行
 
 
 

垂
れ
呑
証
明
書
を
提
荒
 
 

申
請
時
に
酵
要
な
屯
の
 
助
成
金
 
 
 

の
交
付
香
里
け
る
口
座
■
の
講
帳
 
 
 

（
郵
便
局
埋
設
と
印
篭
 
 

申
帯
・
問
合
せ
先
 
商
工
苗
契
轟
 
 
 

公
共
交
通
係
（
℡
印
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
3
3
■
2
V
 
 
 

ま
た
「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
聴
絶
を
国
に
 
 

対
し
首
求
め
愚
昧
慎
吾
」
一
件
ガ
採
択
草
 
 

花
ま
し
た
ゥ
 
 

紳
荘
筆
書
密
攫
慧
■
 
 
 

r
瞭
貴
計
で
は
、
歳
Å
・
歳
出
ぞ
れ
ぞ
 
 

れ
二
億
八
千
五
日
五
十
八
万
七
千
円
が
追
 
 

加
さ
れ
、
予
算
鞍
額
性
百
五
十
一
億
二
千
 
 

市
で
は
、
広
く
介
護
保
操
に
コ
 
 

■
 
 
 

美
北
簡
 
 

’
 
 

昌庖 

■潮 

干 
万 
円 
余 
日 

追加  

い
て
の
書
見
壱
集
め
、
制
度
の
運
 
 

営
壱
桟
討
す
る
介
護
保
昧
運
営
唐
 
 

黍
芸
重
量
壷
重
量
し
ま
す
。
 
 

妾
羞
人
梨
 
1
人
 
 

内
容
 
介
讃
保
険
運
営
事
業
に
関
 
 
 

す
る
こ
と
 
 

応
募
資
格
 
市
内
に
1
年
以
上
住
 
 

一
弔
叩
歳
以
上
申
介
護
保
険
恕
保
 
 
 

笥
箭
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
 
 

症
が
豊
な
問
題
に
な
ロ
コ
コ
面
 
 

り
ま
す
n
認
知
症
と
隠
ど
う
い
う
 
 

も
恥
部
、
予
防
の
た
め
に
何
が
で
 
 

き
呑
の
か
、
支
え
る
家
族
中
地
域
 
 

田
人
た
ち
幻
対
応
法
な
ど
套
一
緒
 
 

に
学
び
ま
し
ょ
う
。
 
 

日
時
 
〓
月
帽
日
吉
午
瞳
富
時
～
 
 

膜
者
 
 

任
期
 
委
嘱
白
か
う
空
年
 
 

応
募
方
法
∴
介
護
保
障
甜
老
人
福
 
 
 

祉
に
開
す
竜
作
文
菅
1
2
0
0
 
 
 

宇
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
 
 
 

名
▲
電
話
番
号
喜
記
入
し
直
捧
 
 
 

持
萎
ま
た
蛙
送
付
 
 

応
募
鈷
頓
首
 
1
1
月
卸
日
毎
 
 

応
‡
・
聞
合
せ
先
 
社
会
福
祉
課
 
 
 

高
齢
福
祉
係
〒
g
1
2
－
白
6
 
 
 

6
日
大
野
市
天
神
町
1
－
1
 
 
 

盲
甲
1
1
1
1
内
碍
q
ァ
旦
 
 

七
日
四
十
万
五
千
円
。
前
年
産
と
比
代
 
 

≡
・
一
％
の
減
と
な
ロ
ま
し
た
■
。
 
 
 

補
正
の
主
な
内
密
は
、
岡
田
市
長
の
公
 
 

約
で
あ
る
「
大
野
元
気
ブ
ラ
ン
」
巽
塀
に
 
 

向
け
、
市
内
に
点
在
す
養
親
光
や
農
林
業
 
 

の
素
材
と
そ
の
活
用
方
法
香
探
鳥
「
工
 
 

］
・
プ
リ
ー
ツ
少
－
リ
ズ
ム
調
査
事
業
l
 
 

に
ニ
ー
百
四
万
五
千
円
、
新
し
い
観
光
載
陪
 
 

の
方
向
性
を
示
す
r
東
野
市
撰
光
戦
略
フ
 
 

ー
コ
ン
策
定
事
業
」
に
百
三
万
六
千
円
、
中
 
 

心
市
街
地
田
活
性
化
に
向
け
た
課
題
の
整
 
 

理
や
推
進
俸
利
春
横
討
す
る
「
中
心
市
街
 
 

地
活
性
化
横
討
事
業
」
に
八
十
万
円
な
ど
 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
野
な
ら
で
 
 

は
の
新
型
草
葉
香
確
立
す
看
た
め
、
平
成
 
 

十
五
年
に
策
定
し
た
「
お
お
の
型
 
昏
丁
 
 

農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
」
巧
見
直
し
に
七
 
 

十
万
円
を
計
上
し
志
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
十
字
び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
キ
 
 

町
供
用
開
始
前
に
開
催
さ
れ
た
横
討
委
員
 
 

会
で
指
摘
の
あ
っ
た
安
全
対
策
嬰
つ
石
、
 
 

宇
島
に
対
策
が
必
要
な
工
事
費
用
と
し
て
 
 

四
百
二
〒
≡
万
円
家
計
上
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
今
年
一
月
に
発
生
し
た
保
 
 

’
 
 ク

オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
 
 
 

表
取
締
役
社
長
｝
 
 

演
題
 
私
の
子
胃
て
伊
ら
思
う
こ
と
 
 

入
場
料
 
無
料
〔
牢
し
込
み
不
軍
 
 
 

囁
所
 
有
終
竜
虎
 
 

講
師
 
須
藤
暫
芭
ん
 
〔
一
箱
井
大
学
 
 
 

医
学
部
附
属
病
院
医
師
〕
 
 

入
場
料
 
無
料
（
申
し
込
み
不
要
〕
 
 

聞
合
せ
先
 
社
毒
福
祉
謹
介
護
支
 
 
 

援
侯
｛
℡
鮎
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

4
7
q
こ
 
 

一講囁 日  
拝所疇  布

告
鯨
 
世
間
催
 
 

已
j
福
神
岩
 
 

貨の聾蜂と予個∬引   

式奄飼うには、畳苛と狂犬病伍  

予防三重射の宇・続きが必要です。書  

た死札だ場若や他人に頚コた葛章  

毎保健センターに届け出却必要挺  

なロます。   

狂犬病の予防注射は、毎年受世  

遠戚要が面口表す。動物病院で注  

射在室仕、狂犬病予防注射寮証香  

持参して保佐世ンターで注射演票  

由交付奇必ず受けてくた貰い。   

1
1
月
軍
白
歯
年
毎
子
時
～
 
 

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
 
 

橋
本
薫
由
実
喜
ん
h
コ
ツ
 
 

万 健 
平 セ 

■野 ン 
タ 
ー 
Ⅲ 
重 
油 
漏 
れ 

）  で 訝 
人－壷再に向暮  成十ハ年十月六日任純 蛮 
全 

｝  

で 

が満 
了  、過去  

大
野
市
違
背
商
わ
わ
塑
性
の
蓋
 
 

で
怯
、
r
長
吉
」
を
〒
I
マ
に
講
 
 

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 
 

日
時
 
1
1
月
佃
日
㊨
午
後
6
晴
～
 
 

寄
席
・
甫
墳
墓
盤
 

頭
師
 
内
藤
秀
穂
さ
ん
〔
福
井
県
 
 
 

薬
剤
師
会
会
長
）
 
 

入
場
料
 
無
料
〔
申
し
込
み
不
章
V
 
 

聞
合
せ
尭
 
教
育
委
呂
会
社
童
教
 
 
 

育
課
蒜
晶
・
5
5
乳
⊥
 
 

聞
合
せ
先
 
児
童
福
祉
課
子
育
て
 
 
 

支
堰
備
忘
6
6
▲
1
1
1
1
内
 
 
 

線
2
白
1
｝
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次
に
、
景
観
蓉
損
祖
て
い
苺
石
野
奄
、
 
 

損
起
て
い
轟
と
忠
語
順
監
塞
窮
し
モ
屯
5
 
 

い
ま
じ
た
勧
告
軋
瀞
－
顎
菅
嘩
状
況
や
モ
 
 

頚
席
堕
聖
職
轟
堰
葛
漉
b
官
萄
ら
い
 
 

ま
し
た
・
I
 
 
 

薫
在
官
春
草
っ
畳
替
諒
▼
重
責
衷
・
 
 

監
車
囁
・
聖
者
静
・
菅
朽
化
し
鮭
皆
添
草
 
 

電
柱
■
・
零
緯
青
衰
蕃
車
や
色
跨
甜
茅
蔀
 
 

過
度
な
看
板
・
広
告
▼
店
先
亀
田
ぽ
由
億
 
 

†
ネ
オ
ン
一
っ
イ
ト
欝
－
遺
産
額
照
明
†
周
 
 

囲
と
調
和
し
凄
い
蔓
覇
イ
ン
田
建
物
 
 

▼
眺
望
奄
限
著
す
愚
巨
義
戦
謹
聴
華
綾
造
 
 

物
▼
田
園
の
中
に
痴
愚
資
材
置
き
場
▼
辞
 
 

置
謹
覿
た
農
地
†
蕗
出
♭
た
山
肌
・
誌
面
 
 

▼
蔵
置
自
転
車
▼
野
寧
日
b
に
窺
う
苦
い
 
 

市
偏
屈
憩
兼
題
膏
廟
届
盲
靂
苗
憲
慮
慣
屈
 
 

▼
四
季
露
筒
粘
着
奪
取
u
†
ラ
イ
ト
ア
サ
 
 

夏
空
語
H
T
琶
忘
裟
百
草
堅
牢
貰
．
 
 

ま
た
畳
l
怒
革
号
新
丁
ト
ン
幕
ル
酔
缶
 
 

野
隣
地
春
運
ぬ
だ
確
惑
に
挙
げ
苦
い
竜
九
 
 

も
い
ま
し
た
。
 
 
 

太
野
盆
地
・
缶
畳
景
甘
荒
島
岳
妹
、
 
 

百
花
掛
殻
雪
憂
色
常
雄
未
貰
で
漬
出
ヰ
■
そ
 
 

野
往
掛
、
寺
町
聾
ぺ
1
知
嚢
電
峡
・
乱
頭
 
 

竜
宮
ム
・
乱
喪
章
川
≠
－
爪
邑
師
商
原
、
七
 
 

聞
達
臣
・
七
粗
朝
市
、
薫
名
供
・
栗
毛
日
 
 

夕
ム
・
裏
毛
川
音
ど
奄
遵
荒
野
嵐
＃
選
曲
 
 

琶
墟
声
宜
堰
 
 

県民手帳の販売開始   

王f用串電宇召司IU篭■タ  

鶉野市嘩に事革帯苛有す尋靖夫走市  

卦康・寄掛憩参与昏封ロイ  

御厨封』「針、黒一喝嗣笥訂盛  

観麺轟嘩軸   ▲＿」  

嘩韓 蜘癖師静・1111  
内諒235）、  

平
成
稲
年
坂
野
県
民
手
頃
雪
 
 

洞
月
中
旬
静
毎
県
内
善
店
空
行
役
 
 

所
行
政
費
科
璽
、
和
泉
蓋
斬
で
販
 
 

売
し
重
電
 
 

価
格
＝
祖
江
住
円
 
 

内
専
日
記
常
＝
日
嬰
定
義
鑑
 
 
 

ど
■
▼
鳶
職
贋
＝
国
・
県
・
市
町
 
 
 

村
王
璽
臓
許
致
蔚
－
▼
基
経
＝
 
 
 

県
庁
・
両
町
村
・
伸
張
宮
憩
庁
 
 
 

願
堰
地
番
蟹
Ⅴ
饉
頴
儲
寛
川
県
 
 
 

絢
観
光
地
・
文
化
施
謹
な
ど
 
 

甲
骨
皆
朱
憤
豊
墓
層
親
背
 
 
 

理
備
忘
髄
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

薫
璃
感
心
 
 

を
癌
ね
モ
い
古
も
の
膵
 
 

● 

発菅生漬安産 

壷庚   

1   轟工薦奥許 勃茸豊  野革 帯拘に珪所在有す苗  勤労書  取寵重 光陸労薗整   序森野  保育人・担保∵保証人憾北  陸葛置廣助親定に岳愚も   顧担僅 ●売民生儒者鹿茸金  対象 宙謁に厘即として  年此土佐所直音す尋市民  取扱藍融棟閻 市内昭越前  啓開重度啓五陪  保証ふ・担儒 †人出土打   保証糖購由保証。無担保 芽揖鹿瀬 15旦力円以内 雑株利率＝凸年クT二ヨ．協ふ退  讃は3年以内㊥元利均等償  還∵②牢妻丁子隠二返済隊  
轟
誇
葉
物
個
真
タ
ラ
せ
プ
▼
己
み
集
碍
頓
 
 

に
痛
宗
机
た
巴
恕
袋
▼
川
の
汚
れ
†
革
重
 
 

職
－
の
十
五
軍
司
 
 
 

聾
兼
器
意
苛
農
沿
園
琶
鮮
最
毎
春
 
 

瀞
や
混
血
偲
Å
垂
者
葡
・
駐
車
葛
‘
望
蕃
 
 

地
■
巷
市
報
し
た
著
J
晋
、
雷
範
菅
就
 
 

博
・
昌
弘
斗
博
・
弟
鞄
管
し
た
替
故
に
重
 
 

く
釘
回
答
肝
ぁ
っ
■
た
田
怯
r
野
ざ
ら
し
に
 
 

鞋
う
富
山
畳
勒
申
真
空
コ
ッ
プ
J
で
 
 

1
3
・
5
％
、
1
2
・
7
％
で
し
た
。
 
 

一
方
†
 
中
高
生
鰊
「
川
由
汚
醜
」
 
 

詣
・
1
蟄
が
零
夢
V
簸
「
野
替
ら
し
 
 

に
聾
宕
鼻
患
芸
蟄
昔
暫
悪
意
」
 
 

荷
重
飽
海
霜
描
感
賞
詐
海
田
嘉
し
た
。
 
 

春
草
岩
E
真
峯
常
凝
着
苑
監
悍
為
 
 

■
 
 

鞄
熱
望
 
 固

定
資
産
税
低
下
毎
葎
1
月
†
 
 

日
に
所
有
し
て
い
香
土
地
・
皐
昏
 
 

・
償
細
餞
直
に
コ
u
雷
課
税
謹
軋
 
 

ま
す
。
建
物
喝
取
毒
し
、
新
増
 
 

集
「
売
案
、
贈
与
者
ど
在
荷
い
策
 
 

登
記
由
億
告
薩
↓
必
吾
赦
藤
謹
穂
 
 

届
打
出
て
V
だ
き
い
。
 
 
 

葛
春
新
増
築
し
た
場
合
陸
、
 
 

蚕
聖
憩
還
鞄
申
告
書
も
諒
祖
曹
 
 

■
邑
年
以
悶
中
元
利
均
等
層
雲
 
 

群
島
和
睦
震
動
し
ま
許
 
 

中
温
方
鶉
 
蓋
蓋
簡
好
走
歯
高
 
 
 

徳
富
里
千
曳
鷺
苗
媒
苧
虚
聴
 
 
 

悪
U
へ
 
 

間
合
窓
先
 
商
工
振
舞
凍
商
工
労
 
 
 

社
債
等
髄
・
1
1
1
－
内
輪
 
 
 

3
3
－
）
 
 

＿竪琴年金  
ご慧雷毘  
屯静観紆敬重年萱甲脚琴笥毎日  

轟転痍誌牒輌鮨顛麺由抱棚推  

称怯嘩嘩和ま世んさ  

離嘘廃嫡降幡軸内理香れば  

細韓担奉正と僅槻が  

歴史を蕃■U幸せ毎街並舟  

旬
蒔
励
に
 
 
 

阜
F
 

で
は
、
そ
の
景
観
を
良
く
す
る
た
め
に
 
 

ど
う
す
ぺ
書
か
と
の
問
い
に
、
市
民
、
中
 
 

高
生
、
大
野
会
会
員
で
最
も
多
く
の
回
答
 
 

だ
っ
た
の
は
「
適
正
な
菅
理
」
 
（
そ
れ
ぞ
 
 

れ
3
3
・
2
％
、
2
8
・
5
％
、
2
6
・
6
％
）
 
 

で
し
た
。
 
 
 

こ
の
こ
と
世
ら
、
空
き
地
・
聖
書
素
・
 
 

こ
と
奄
「
景
観
を
損
ね
て
い
る
」
と
感
じ
 
 

て
い
る
こ
と
が
分
廿
ロ
ま
す
b
「
川
の
汚
 
 

れ
」
は
市
民
（
1
1
・
眉
望
と
大
野
芸
童
 
 

貞
（
7
■
5
％
）
 
で
も
皐
く
の
回
答
廿
あ
 
 

n
墓
㌢
し
た
。
 
 
 

具
体
的
に
記
入
が
ぁ
っ
た
内
容
と
し
て
 
 

は
、
巨
大
な
建
物
や
過
度
な
色
使
い
の
看
 
 

板
・
照
明
が
景
観
奄
操
租
て
い
る
と
の
回
 
 

答
理
屈
ロ
ま
し
■
た
。
 
 

に
提
出
し
雷
電
だ
さ
い
＃
 
 

雪
・
何
台
せ
先
 
輩
薩
 
 
 

萄
僑
完
成
‥
1
1
1
1
内
線
 
 
 

卑
屈
還
払
 
 
 

九
造
住
F
 
 

直孝義摘曲竃帽す。毎正し3  

章脚時給免除達托た  

譲娘虻儲轟じた垂鋳邸加  

語草れます○  

車輪軸醸よ駄囁拙金座陰   
騎瓢拙≡世宅歴遊掛。 

他
者
思
昔
惇
夢
窓
最
長
嘩
 
 

駐韓丑辞を未声師高原  

駐
車
場
・
河
川
・
身
由
回
口
奄
ま
ず
適
正
 
 

に
管
理
す
る
こ
と
奇
求
ぬ
て
い
る
こ
と
甜
 
 

分
か
ロ
ま
す
。
 
 

t
 
l
 
■
＿
l
 
t
■
一
 
l
 
■
■
■
 
l
 
■
■
■
 
■
■
■
 
 

市
扁
額
⊥
会
芸
董
卓
苧
空
聖
芸
茶
 
 

た
A
と
僅
臆
二
本
市
の
棄
観
に
封
す
轟
 
 

価
」
に
違
臨
御
粛
軍
、
来
訪
者
昧
優
抱
甘
 
 

拍
乱
だ
評
価
じ
モ
日
義
鞄
に
封
じ
、
市
振
 
 

は
現
状
に
害
帝
展
し
冨
山
鞋
い
己
と
 
 

裔
崖
部
分
哲
譲
♭
た
中
 
 
 

正
府
満
票
奄
義
臣
、
血
轟
ロ
ー
キ
嘗
 
 

タ
ル
十
謀
に
誌
8
素
案
馨
ま
と
嘩
、
バ
ブ
 
 

リ
少
タ
コ
メ
ッ
ト
手
続
告
に
基
づ
く
素
案
 
 

丑
蘭
と
悪
尭
募
集
費
悪
甥
貴
重
展
岩
 
 

見
敬
楷
垂
足
、
東
野
市
郡
市
計
画
書
叢
金
罵
 
 

都
市
景
観
審
議
轟
に
訪
日
、
年
産
内
に
大
 
 

・
 

野
市
貴
簡
計
画
蓉
定
暫
聖
者
若
宮
 
 

■
開
脅
せ
先
 
都
市
整
囁
諌
計
画
儲
毒
酷
 
 
 

1
－
1
1
内
線
3
b
l
）
 
 

・■．懐麒弼打輯対蘭聞■  

‾  

．熟轟痴愚直垂  昭
和
田
＃
首
月
割
日
以
前
に
着
工
 
 

直
航
た
一
戸
撃
兼
題
住
宅
馨
卸
 
 

轟
に
、
耐
襲
辞
師
昭
禁
用
に
対
し
 
 

清
野
』
登
竜
 
 

蛮
声
尊
 
け
戸
富
者
 
 

鰹
節
t
用
㌧
 
昔
万
円
焉
宗
貰
完
 
 
 

了
日
ロ
ロ
円
密
補
助
u
豪
富
）
 
 

申
込
・
胸
寺
島
 
都
市
整
備
課
 
 
 

住
宅
緑
地
係
芸
臨
■
－
1
1
 
 
 

1
内
線
3
5
旦
 
 

10月1■日現在   前 月 

世密教   12一卸6世帯  －1世帯   

：人 口   3g．堪旧人  －．ヨ2■人   

内  一丁人  

訳   －2古人   

9月中  

中黒動  

即疎 γ潤11日野牛費1特上持   

分ヰ年壊4特細分  

垣所1挙げ釦垂ー赦し1亡旭」  

博蓉 歯科膵・‾才野乗塗布＝  

卦象 4ト5歳泥  

縄合せ先 揮嘩撃転評（輔  

・欄3）  

大野盆地に広がる臼国風点  
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⊥
■
■
■
■
■
■
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 

．
一
一
t
り
」
」
1
 
 
 

愚
民
藍
蘇
野
島
馨
轟
密
暴
憩
に
封
首
忍
 
 

野
醒
墜
菅
篭
「
開
祖
甜
嵐
嵐
」
と
夢
見
 
 

た
印
蛛
蕾
畢
風
船
・
5
鞄
距
・
ヰ
鞄
 
 

軍
墟
頂
喋
蘭
書
臨
馬
前
重
曹
薯
思
 
 

い
人
田
割
毒
ほ
ぼ
半
額
苛
し
定
一
 
 

一
項
『
謡
価
J
に
瀬
笥
愚
橋
崖
蘭
廟
 
 

馨
牒
寂
し
ヰ
、
「
摩
禁
鳥
轟
〓
豊
富
 
 

夜
曲
鹿
由
・
5
鴨
に
と
ど
蓋
ロ
、
「
ど
暫
 
 

寧
藍
嵩
賢
常
巴
毎
払
・
－
鞄
二
要
苛
 
 

て
い
る
」
と
茶
え
た
人
も
2
0
∴
9
％
に
達
 
 

b
講
♭
正
。
 
 
 

中
高
謹
直
尭
事
墓
室
毒
苛
億
二
瘍
窮
苦
 
 

ヱと電干やレラン大暑   

大野市子ども毒育成連合会による「チャレラゝ大  

会」が9月24日、学びの里「めし1ロん」習開かれま  

し払一和泉刃嘩校の児童3人を卓出市内山車生と園  

児63人が奉加。時間内・にどれだけ豆壱は－しでつま  

め着か香苛う種目や20手玉達屯達吉春希う菅う革ん  

≠刑寸など7種目に、真剣な表情で挑戦しでいました。  
県内唯一郎育毛山f荒島軋   

よ   ‾＝二iご！雫  

■ 壌■』－▲  

で
怯
諜
に
、
何
養
育
ば
量
し
い
と
感
は
 
 

竜
蘭
却
蓉
▼
歴
史
春
感
岱
善
せ
晶
宿
昔
晶
 
 

▼
而
鞋
地
香
取
臨
画
恵
山
並
み
▼
田
園
風
 
 

景
ノ
▼
帯
封
集
落
風
喪
▼
森
林
風
景
▼
河
川
 
 

由
ぅ
 
 

な
ど
▼
清
水
地
†
寮
茄
・
票
啓
▼
ダ
ム
湖
 
 

▼
真
顔
著
コ
た
星
空
畢
高
所
掛
ら
側
臥
春
 
 

風
寮
▼
号
由
他
卜
の
十
一
項
日
掛
彗
二
つ
 
 

背
部
展
去
眉
■
填
声
皇
確
 
 
 

東
野
意
義
某
墓
市
笹
訪
制
定
よ
苛
義
 
 

範
苗
填
前
回
答
巻
線
監
由
甜
二
歴
史
直
感
 
 

臣
謹
世
愚
街
謹
諺
」
苦
言
猟
官
軋
訓
・
1
 
 

鞄
雄
・
ロ
鞄
電
し
た
ご
L
の
点
掛
ら
、
 
 

蕾
認
塾
哲
聖
克
監
賢
筆
墨
栗
毎
 
 

象
寄
寓
紡
竜
走
ぬ
に
■
埠
二
習
監
芸
義
竜
 
 

首
巻
†
義
歯
集
胞
と
蘭
産
ま
音
色
 
 
 

i
讃
予
市
民
憾
「
鹿
屋
泰
盛
口
遠
世
岳
 
 

い
垂
と
聾
見
監
親
告
お
香
軒
賓
軋
朗
・
 
 

ヨ
鞄
、
醍
・
1
囁
、
本
市
奄
訪
韓
た
九
菅
 
 

蛙
藩
札
雪
い
盈
■
と
戯
困
苦
貯
肇
蓬
陽
 
 

に
達
し
ま
b
た
d
 
 
 

丘
由
盛
運
悪
皆
誓
市
畏
は
景
観
た
饉
薗
 
 

曲
が
高
崩
－
万
雷
、
儒
償
¢
義
経
対
♭
 
 

首
塵
聖
篭
毒
舌
岳
轟
い
雷
忘
悪
覚
常
 
 

壷
謀
罵
 
 

何
軒
す
 
 

′コ』  

寧翫所り蓮苛「市凪代ス」  

10月15日、公共施設など看過るー市政バス」辞  

3年成りに連行古れました．参加した78人旺、和  

泉柑との合併で新たに市の施設となった和泉郷土  

資料館在ど香典味深げに見学していました。  

膵
与
レ
い
の
か
 
 

旗
印
寛
国
軍
蛙
、
読
切
に
じ
た
い
場
所
 
 

蛸
蓮
華
嘲
墟
ど
と
号
耽
ら
雇
望
毒
見
轟
五
 
 

色
が
菅
章
春
場
所
に
つ
い
芯
、
具
備
的
に
 
 

藍
丸
し
官
屯
重
い
ま
し
た
菅
 
 
 

■
号
㊥
常
葉
予
諸
島
辞
意
箇
値
忘
最
前
崖
 
 

■
所
在
ど
痕
一
昏
彗
磐
啓
歪
認
丁
善
卵
 
 

管
為
・
6
髄
甜
固
甚
。
続
㍍
首
「
東
野
盆
 
 

地
・
田
園
風
声
荷
・
．
5
弘
誓
 
「
荒
島
 
 

岳
〓
憎
・
4
盟
藍
膏
志
し
た
。
軽
町
 
 

議
男
堀
√
葛
出
奄
選
粘
だ
準
用
亡
日
置
†
 
 

ロ
囲
む
山
並
み
」
 
（
柑
・
1
％
〕
、
「
澄
み
 
 

街
な
み
」
 
〔
柑
・
3
％
「
 
 

芥
切
に
レ
た
い
墳
所
在
ど
挿
 
 

醇藤吉九指禰「めいりん」謳成旺花   

本市出身の指揮者、西藤一郎氏率いるアポロ室内  

合奏団による弦楽コンサートが9月2∈旧、学びの里  

「めいロん」の落成を記念して開かれ家した。本栢的  

な演奏の数々に、市民3ロロ人は聞き入ってし1ました。  「
市
街
地
を
取
 
 

亀山上空か古見た市街地  

音
コ
た
星
空
や
高
所
か
ら
眺
め
る
風
景
」
 
 

市
・
日
鴨
V
、
の
割
合
が
蒔
く
、
中
高
生
 
 

で
は
「
苦
み
き
っ
た
萱
草
豊
岡
所
か
ら
眺
 
 

め
春
風
買
」
（
1
・
5
・
2
％
｝
理
恵
も
高
い
 
 

結
果
と
な
ロ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
の
項
巳
で
全
体
に
高
い
割
合
 
 

を
示
し
て
い
た
の
は
「
栗
東
地
」
 
で
、
市
 
 

民
八
白
・
9
％
）
、
中
高
生
（
1
2
■
昌
弘
）
、
 
 

大
野
宝
島
邑
（
1
6
・
眉
％
）
、
本
市
香
訪
 
 

れ
た
人
∴
1
1
・
5
％
｝
で
し
た
。
 
 
 

こ
由
緒
宋
か
ら
、
大
野
の
景
観
で
す
ば
 
 

ら
し
い
の
臆
歴
史
を
感
じ
さ
せ
尋
街
な
岳
 
 

と
モ
れ
を
取
日
岡
面
山
並
み
で
あ
ロ
、
 
 

山
々
か
ら
の
眺
め
屯
す
ば
ら
し
く
、
ま
た
 
 

名
水
官
選
「
御
清
水
」
を
は
じ
め
、
市
内
 
 

各
地
に
存
在
す
る
湧
水
地
も
特
徴
的
な
景
 
 

戟
で
あ
岳
と
い
克
ま
す
。
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†
 
 
 

区民一兎で防鞘訓績  

1n目1日、美里町で区民在対象に防災訓綾部行  

われました。大規模在地討究生し∴家臣印騒と  

んどが全半壊したとし1う想定で避難場所昭美里公  

園に集合。畢難後、触と焚き出しの訓練奉行い、  

不測の重患に構えていました。   ア
ン
ケ
ー
ト
の
彗
 
 
 

尊
固
菓
施
し
た
才
ツ
ケ
－
ト
惇
率
市
 
 

鉛
無
常
に
琴
す
暴
露
情
意
儲
蓄
薗
琴
憧
 
 

景
観
計
画
に
反
映
芭
せ
竜
左
脇
に
行
い
巷
 
 

b
た
。
調
査
薗
対
義
臆
薦
民
干
五
首
Å
壱
 
 

妹
建
値
、
市
内
痴
中
唇
雫
蕃
蓋
・
農
学
 
 

中
京
苺
巻
末
野
董
卓
員
、
葉
巻
訪
軋
た
 
 

人
な
ど
〓
干
五
百
五
十
八
人
岩
岳
茸
轟
、
 
 

二
千
六
十
一
九
卦
－
治
国
替
賛
辞
ま
し
た
。
 
 

蘇
畳
雷
撃
茹
思
 
 
 

量
菅
十
墳
弓
昏
区
長
に
よ
 
 

扇
配
布
・
回
収
㊥
陸
曹
1
新
能
ま
う
臣
事
 
 

山
菜
フ
ー
ド
ビ
ア
、
名
水
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
 
 

空
席
囁
で
の
調
査
ブ
ー
ス
諒
革
整
に
 
 

壊
局
留
滞
在
ど
の
方
法
官
粟
流
し
表
し
在
。
 
 

■
l
 
 

市
苛
牒
療
在
、
「
東
野
滞
景
観
計
画
」
時
策
定
作
業
置
造
弛
古
 
 

い
露
悪
車
薗
中
苦
∵
圏
月
瀞
鼻
東
嶺
忙
卦
仕
官
「
蘇
力
商
品
層
 
 

葡
召
語
届
羞
塵
望
玉
音
－
ト
㌣
杏
葉
誌
－
市
民
革
帯
而
直
話
 
 

粍
た
五
誌
藍
〓
干
基
腎
評
語
掌
蕉
畳
替
賢
覧
竜
 
 
 

骨
鞄
、
■
ア
ン
ケ
ー
ト
■
琶
領
層
祇
た
漕
栄
直
義
萄
に
轟
聾
蕃
権
癒
 
 

し
和
恵
見
辛
集
塔
ど
奉
行
っ
て
い
く
予
定
菅
菅
。
 
 

歴史前趣丑軸銑L喜出し   

市内に現存す春匪印鞠の翠萱軌相互友好協  
力協定を節義する廟井東学申鞍控や学生によって1ロ  

月12日から下庄地区で始まロました。市では今後数  

年をか廿て調査区域在踊内全域に広げ、昭和初納まで  

一二建てら祖在廷造物のデータを収集していきます。  特
に
市
民
に
対
し
雷
嘩
啓
匿
の
昔
好
 
 

転
応
迅
雷
魂
蕃
棄
雇
配
布
じ
雪
国
寄
書
鞄
 
 

催
鳳
凰
崖
丁
齢
庖
辞
鹿
高
月
土
崩
東
署
景
よ
 
 

ぅ
配
憲
b
表
し
泰
■
。
 
 
 

集
計
し
た
辞
意
果
鞄
一
部
菅
紹
介
し
 
 

ま
す
。
 
 

市民蕃血モスポー甘   

10回目を迎えた市スポ「一り・レクリ工一ション   

祭が体育昭臼で裾る10月‾9日、エキサイト広喘な   

どで開かれました。参謝した市民除、ターゲット   

ハードコルフ、ウオークラリー世マレツトコルフ   

など、し1ろし1竜な種目のスポーツ杏葉しみました。  
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寵おおの   bl許厨揮辞 儀－・・  
来観月嘩醜∈来襲晋奇手供走替一  

迫寧喫押野型嘩踪日i和泉小学揆  

で地表担税垂覿、梗善由在走  

鞘睡畢嘩垂増野確率掛内  
郡；華顛睡蜘 し甜  

つ割壷恕転イ一触由鞠舌鼓  

一・ ■㌧一・＋i＿． ■－．． ト， 」▼一 丁－■ 智▲ ・－－＿ －′▼ i ＿  

‾・ ∋・ 王1寸 tゝt  廿   t、・T亡▼  ■血Ir ■b● 与t ■■ t■■  

こ申コーナーで＝ば、和泉地区り観光スポサト中＿  

急所・田跡世・躇帯罰■します。   

l－   ■ f   

「  ・ヨ「－・  

平成18年（2006年〕  

Ho．7ヨ4  

九
頭
竜
湖
■
〔
夢
の
か
け
は
し
リ
 
 

笥謀欝鞄  
．・＝ヱ：こ」「＝m  亡．J■仁疇；1一川く－．．、廿ビ．上  

革夢牢酵当  

由抽軸転組   

‾一 ∈≡l■ ＝●‾′   ‾‾ ‾‾ ‾‾ ‾   

弼審撃弾指軸誌  
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